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佐
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つ
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っ
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右
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；
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古
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司
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叶
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台
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＼
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古
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を
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た
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ま
し
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仮
設
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労
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組
合
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て
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全
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台
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一
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治
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／
一
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よ
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に
、
庁
全
の
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古
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か
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し
て
い
る
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何
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あ

る
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と
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ま
し
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し
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す
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務
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方
自
治
法
心
八
ム
の
仙
川
↓
一
眠
、

公
共
施
誌
の
ど
弐
こ
U

q

の
で

い
る
乙
い
う
守
」
と
は
、

引払は、

百
阿
川
門
最
に
ヱ
ア
ハ
て
あ
り
ま
す
け
れ

ど
も
、
作
氏
の
似
祉
を
増
進
す
る
河
的
J
V
と
も
三
i

、
「
の
利
用
に
位
い
」
つ
る
た
め
の
施
設
、
パ
工
1

ノ
の
が
公
の
施
設
、
に
う
ふ
有
に
言
い
と
あ

いり
tAψ
下
U
J
f

と
レ
F
7
h
T
L
4ゲ
考
え
ま
す
と
、
聡
門
円
ハ
初
台
、
一
ば
治
、
労
の
組
合
に
公
た
の
捻
～
d
b
l

州
市
償
で
貸
ず
と
レ
う
の
は
、
こ
れ
は
や
っ
ぱ
り
挑
む

1！メ人民半、 G211 c,; S CZii＂.にj



r日

tHム
山
寸
山
の
仙
問
中
じ
一
か
り
い
っ
て
11
お
か
し
い
ν

～
乙
ャ
な
い
か
と
思
し
ま
す
け
れ
と
色
、

い
か
が
で
し
工
夫
ノ
に

庫
口
l

八位、

＼
国
務
大
臣
「
原
口
一
博
君

牧
野
－
宮
口
f
い

い
た
し
ま
ず
。

J、
円問

地
方
自
治
法
の
第
二
v

日
一
一
十
八
条
の
判
亡
、
行
政
財
－
ぱ
ば
、
そ
の
可
ん
L4入
は
河
内
を
払
げ
1
J
い
限
浅
に
お
い
て
ミ
の
使
川
を
許

r一す

る
こ
〆
二
γ

で
き
る
と
。
ま
ー
己
、
使
川
市
料
ピ
つ
け
て
も
、
第

7

H

h

条
で
、
普
通
地
十
勺
公
共
同
体
は
、
第
二
白
一
一
V

－1－
へ
条
、
ー
ん
は
ど

読
J
J
ま
し
ト
、
け
れ
こ
も
、
回
の
弘
明
〕
哨
引
の
規
定
に
よ
る
計
一
可
を
受
け
て
「
る
行
政
財
産
の
使
川
又
は
八
ム
の
焔
設
の
利
用
に
つ
者
使
用
料

を
徴
似
す
る
、
一
と
が
で
き
一
る
と
辛
い
か
れ
て
お
り
ま
し
亡
、
そ
の
川
刑
法
λ
は
い
約
一
ヂ
妨
け
必
レ
浪
皮
で
そ
の
使
用
ん
と
詐
寸
ず
る
こ
と
引
で

き
る
も
の
で
ご
ざ
い
ま
1
て

hvc使
用
料
の
減
免
が
で
き
る
と
、
三
百
ノ
ヘ
土
J

て
お
り
ま
す
〈

時

＼

ゐ

X
W会
ア
こ
ー
ア
ミ
コ
吾
「
吋

（

4
2
j
i
4
1
 
e

そ
の
小
で
、
ん
t

段
は
も
ぺ
と
ひ
ど
い
ん
ノ
l
ス
ど
ち
一
k
d
よ
中
し
げ
ま
す
2
、
公
共
捻
設
を
わ
八
ん
た
丸
心
主

務
室
、
ム
山
市
治
安
で
借
り
て
い
と
も
、
一
県
の
県
職
員
組
九
円
は
？
h
一
ゃ
ん
と
使
用

L
V
Iね
っ
と
い
ま
L
q
p

んJ
度
村
、

」
の
公
共
出
A
M
U
f
忠
り

て
J

山
間
業
者
三
、
ま
あ
事
実
ト
又
貸
し
で
丸
吋
ま
す
け
れ
ど
も
、
委
託
2

子
し
え
そ
こ
か
ら

T
数
料
を
取
コ
て
い
る
似
の
職
日
制
台
が

全
部
で
川
県
あ
り
ま
す
に
具
体
的
な
お
F

川
を
二
日
い
ま
寸
と
、
円
安
一
県
、

愛
媛
県
、
山
円
民
、

大
分
県
、

こ
の
凶
民i
は、

支
は
公
共
施
設

み
」
た
だ
で
仙
り
て
お
い
て
、
ヱ
れ
を
わ
山
山
川
い
、
ま
あ
委
託
と
い
う
形
で

rけ
れ
と
も
、
そ
れ
と
お
全
を
収
入
と
〆
て
得
て
L
る
わ
け
で

すノ」勺れず叶つい
H
K
斗
d

正

1
l
J
L
l

ァ
ん
L

に
じ
万
円
、
品
、
の
一
人
ベ
7

ス
代
払
う
て
い
る
ん
で
す
予
、
こ
れ
は
、
私
が
半
成
一
一
年
ー
に
県
議
会

f
L
お
以
J
W
「
ノ
た

1

そ
れ
ま
己
主
信
だ
っ
た
ん
で
す
が

十
凶
年
か
y
J
f

は
じ
刀
刊
、
百
年
潤
払
う
ミ
ノ
に
な
り
ま
L
L
Z

で
す
の
で
、
私
は
明
ら
か
に
凶
専
の
政
当
組
合
乙
い
ろ
の
は
不
ψ
！
な
収
人
を
ね
て
い
る
こ
弘
弓
ん
明
、

γヤ
、
そ
の
山
、

、
」
、

l
V
4
U
4ヲ

υ

？』、コ
国
務
大
原
（
原
口
一
博
者

、手一〆」戸
h
i
h
i
o

し
J
I
J
c：じ
J
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U
〈
主
円
斗
ァ
心
行
政
貯
序
に
つ
い
て
は
、

地
H
一
目
治
ふ
い
に
お
い
て
、

そ
の
店
途
y

メ
は
巨
的
立
妨
げ
i

也
い
限
夜
で
そ
の
使
間
；
乞
計
叶
す
る
ヤ

と
が
で
き
い
る

い
て
あ
る
わ
け
で
ご
さ
い
ま
し
て
、
職
以
団
体
は
、
地
ん
三
共
団
科
の
計
f
L
f
v
－
交
け
て
は
品
川
の
ス
ベ
ス
を
使
市

γ

る
場
合
に
は
そ
の
前
町
長
刊
に
従
う
」
、
こ
が
求
め
ら
れ
る
こ
、
こ
の
よ
う
に
与
え
て
い
ま
ず
J

そ
の
上
で
、
許
一
口
司
対
象
こ
な
る
施
訟
や

使
川
刑
判
の
本
準
な
と
の
市
川
4

長
作
い
に
つ
い
て
は
各
組
万
公
共
団
体
で
治
凶
に
斗
断
さ
れ
る
べ
き
も
の
と
、
こ

で
ご
ざ
い
ま
す
。

（
以
内
、
略
）

長
年
の
慣
例
、

慣
行
と
は
い
え
、
戦
門
Fhμ

小
体
に
よ
る
行
t

以
財
産
の
使
川
に
つ
レ
ご
は
、

ヨ
と
都
道
府
県
の
い

こ
り
、

T
L
z
b
－
π
1
1
h
l

i
i
L

；
j

：
 

ル
l
丈
三
品
川
が
行
わ
れ
て
き
た
一
戸
は
タ
ハ
以
て
き
な
レ
c

以
密
に
レ
え
ば
、
牧
野
一
議
員
の
問
問
に
は
玖
郎
も
み
ら
れ
る

一
日
以
対
屋

（
山
♂
目
的
外
山
牧
市
は
、
許
可
と
い
う
れ
政
処
分
に
よ
っ
て
初
め
て
川
能
に
な
る
の
で
あ
ハ
て
、

寄
れ
る
余
地
は
な
い
っ
ま
た
、
点
目
労
心
フ
ル
れ
1
ム
も
間
迷
っ
て
い
る
）

そ
こ
に
貸
付
け
や
契
約
と
い
っ
た
観
念
を

の
核
心
は
突
い
て
い
。
つ

も

C
C

h'2財産のH的外岡町乙和台ii拐1・c I ・) 

他
方
、
労
働
組
々
と
同
？
〕
、
新
開
記
吾
宗
に
ホ
？
に
ん
取
旧
日
い
と
犬
同
が
答
え
れ
ば
、
加
償
供
三
つ
い
C
も
、
国
民
の
多
く
は
な
る

そ
こ
で
配
泊
さ
れ
た
凹
舟
制
定
沃
や
地
上
刀
内
出
訴
は
、
結
論
J
V一
先
に
い
、
ス
ば
、

こ
う
し
た
収
扱
い

ほ
と
と
思
う
て
し
ま
う
〕
し
か
し
、

ユ
ゼ
本
来
マ
P
J
P
L
7
し
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
c

行
政
財
産
の
処
分
λ

ゲ
の
制
限

坂
出
川
波
定
、
／
一
切
で
の
ん
川
中
平

現
行
規
定
｜
｜
国
有
財
産
法
一
八
条
と
地
方
自
治
法
一
一
一
一
八
条
の
四

／
仁
政
府
心
一
昨
の
処
分
行
為
は
、
ノ
仁
政
府
川
一
昨
心
本
来
の
用
迩
又
は
「
ユ
ん
を
山
川
バ
1

円一G
J
γ

恒
二
と
こ
人
司
る
こ
と
は
切
ら
か
で
為
り
、
絶
対
祭
止

さ
’
れ
る
べ
き
で
あ
る
こ
と
は
当
然
と
あ
る
i
n

ア
れ
ゆ
え
、
一
行
政
財
止
に
私
批
准

ο

、
｝
と
は
F

行
政
執
行
の
け
円
前
zγ
弔
J

告
す
る

4
J
の
と
し
て
、
ア
れ
を
芯
吟
ず
、
こ
れ
に
違
反
す
る
行
為
は
批
効
と
し
、
、
一
れ
を
そ
の
用
達
又
は
日
常
を
妨
げ
は
い
も
の
と
し

t
他
人
仁

1！メ人民半、 G211 7; 7 CZii＂.にj



こ
の
こ
と
は
、

今
川
な
お
、

一セ一

使
川
町
さ
ゆ
る
場
合
に
は
、
巨
的
外
使
日
の
内
川
市
つ
長
分
に
よ
る
も
の
と

F
る）

r日J、
円問

ル
ル
を
形
式
し
て
お
打

羽
行
法
ー
も

臼
ホ
倒
防
梧
作
、
一
却
方
山
治
I
仏
の
川
拭
じ
り
に
共
通
し
ん
｝
’
h
政
財
産
の
処
分
等
町
一
制
限
に
悶

f
o基
本
的
な

の
v

〆

γ庁
、
前
川
慨
こ
し
コ
つ
、
次
に
み
る
ぷ
つ
に
、
で
の
門
科
心
十
八
戸
が
一
y
J

パ
ヲ
↑
F
J
Y
7
す

る
定
め
か
↑
置
く
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

図
表
I

国
有
財
産
法
と
地
方
自
治
法
行
政
財
産
の
処
分
等
の
制
現
に
関
す
る
現
行
規
定

苦
闘
二
前
山

行
致
対
産

産］

有

財

産

；去

地

方

自

'b. 
f口

法

処
分
等
の
制
限

第
十
八
条

行
政
財
所
は
、
宮
仁
川
口
円
、
交
陥
叫
し

ぺ
友
［
ア
マ
レ
、
三
止
し
、
許
し
く
主
刊
件
R
D
J川
町
と
い
、

l

i

l－
－

－

i

l

－
－
！
（
｜
J
 

又
は
恥
怖
を
設
p
t
ト
ー
る
こ
と
が
で
き
な
い
じ

。
】

、
和
国
の
規
ど
仁
か
か
わ
ら
ず

行
政
財
廷
は
、
庁
、
に
い
拘

げ
る
山
川
令
に
は
、

そ
の
用
途
又
は
河
的
を
妨
げ
な
い
限
皮

貸
し
は
け
、

又
は
わ
い
帆
潅
を
設
4

去
は
る
w

、；、か

」
ド
山
ト
ね

J

一｛礼、

戸、よい」ふん
V

U

行
法
財
産
の
管
理
友
び
処
分

第
二
宵
一
一
十
八
条
の
悶

行
政
財
津
ば
、
次
項
か
、
口
治
問
以

ま
で
に
定
め
る
も
の
を
除
く
ほ
別
、

こ
れ
や
一
貸
し
付
け
、

交
換
し
、
売
り
弘
い
、
ゐ
一
J
j
し
、
山
資
の
目
下
的
と
7

し、主計

vν

く
は
い
い
託
、
二
止
は
こ
れ
に
私
徒
主
設
定
「
ゐ
こ
と
が

でみ
JHZば
い
」

？ 

二
一
ん
人
J

4
ア
｝
争
点

ノイ

H
H
Y
ド
（

その阿川仇片山ィ人

次
f

九
日
向
げ
る
場
合
に
は

は
ヨ
的
を
妨
げ
な
い
限
皮
に
お

I
J
1
貸
し
付
け
、

私
y
砲
を
設
定
J
qヲ
Q
M

｝
ど
が
で
き
る
。

えは：
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回
以
外
の
若
vnr
行
政
財
完
で
あ
る
地
の
上
に
政
ム
μ

で
だ
の
る
町
阿
国
な
建
物
そ
の
仇
の
地
に
之
J
J

相
す
る
↓
1

作
物
て
あ
っ
て
い
当
該
行
政
umpM仲
と
あ
る
池
心
供
用
心

再
的
を
効
果
的
に
淫
成
す
る
、
｝
／
）

れ
る
も
の
を
所
有
し
、
又
は
J

山川p
有
し
ふ
う
／
一
f

J

司
令
場
介

F
J
E

坊
の
建
物
を
一
対
分
L
C
Y町
有
す
る
博
物
命
全
ゑ

足、し

に
お
い
て
、
そ
の
者
不
ト
刊
行
伐
材
店
主
所
管

す
る
r
行
若
々
什
け
の
長
ynM
当
1
刊
行
冊
以
引
υ性
心
治
正
之
方
法

に
上
る
Myd
理
一
一
ノ
打
、
つ
一
一
で
湾
当
と
却
な
り
Q
者
い
限
る
へ
）

に
当
該
i
放
を
貸
し
付
け
る
と
き

凹
が
地
hd公
共
団
体
又
は
政
令
で
ぶ
め
勺
司
法
人
、
と
行

政
財
な
で
あ
る
工
地
の
ヒ
に
ふ
仰
の
注
物
を
区
分

ν
て

所
F

七三
1
F

る
た
め
そ
の
か
一
に
山
」
y
氏
本
却
を
貸
し
付
け
る
場

ム
ロ

百
万
行
政
府
川
一
昨
で
ゐ
司
令
上
日
制
改
び
そ
の
隣
接
地
の
i

に
百
以
外

η
若
と
怖
心
建
物
z
f
l
i
分
L
て
所
有
L
7
0

に
叱
そ
の
者
〔
当
該
建
物
／
UJF
〕
ち
行
政
財
起
て
あ
る
部

当
一
議
普
通
地
L
A
公
共
団
体
以
外
の
一
者
が
行
政
財
昼
、

あ
Q
7
一
泊
の
上
に
政
人
い
ず
定
め
る
開
阿
仕
砕
物
そ
の
他

の
泡
に
定
着
す
る
作
物
で
あ
コ
て
山
4
y以
prぃ
政
財
＃

ゲ
、
あ
る
i
凶
日
一
供
用
心
目
的
を
効
来
的
仁
川
片
山
刊
す
る
こ

と
に
資
一
f
J

る
に
認
げ
の
う
れ
る
も
の
zぜ
J

h

有
し
、
ー
は
片

有
し
よ
う
と
「
る
時
三
1

ヘ
当
該
柑
H

通
鈎
方
公
千
円
i

山
体
と

一
僚
の
建
物
を
同
八
万
し
と
所
右
ず
る
4
叫
ん
は
な
除
く
し
）

に
お
い
て
、
そ
の
者
へ
当
該
行
政
羽
泣
か
管
理
寸
る
苦

辺
地
方
公
共
同
体
が
吋
夜
行
政
財
疋
C
透
一
ド
な
均
伐
に

よ
る
道
理
乞
行
寸

i
て
以
当
と
認
め
る
ぷ
戸
限
る
）

当
該
i
地
を
貸
し
付
け
る
2
き

芳
一
也
地
方
公
日
ハ
川
体
が
図
、
仙
仙
の
地
方
公
共
川
体
d
A

山
川
政
令
で
｛
一
し
め
る
法
人
に
行
政
財
完
で
あ
る
地
の
上

怖
の
建
物
を
い
分
し
て
所
指
す
る
た
め
三
、
の
者
に

当
該
7

一
泊
を
貸
し
付
け
る
場
合

合
法
U

四
十
勺
公
い
れ
ハ
い
体
が
行
政
VJ産
で
あ
る
i
地
及
び

J乙一

。i
に
勺
設
普
通
伯
方
公
r
p
h
同
咋
以
外
の

将
司
に
一
慌
の
建
物
を
何
分
L
C
所
有
す
る
た
め
を
の
有

1！メ人民半、 G2 11 9; D CZii＂.にj



r日J、
円問

分
を
川
泣
ず
る
こ
と
と
な
る
各
省
谷
け
の
一
討
が
当
設
行

政
財
訟
の
凶
H
な
方
法
に
よ
る
管
法
を
お
う
上
で
筑
当

ヨμ
め
る
高
に
限
る
二

に
府
議
7

一
池
町
貸
し
れ
け
る

場
合

ド当

庄
の
汀
合
等
の
処
刑
訴
不
し
す
に
時
十
る
特
別
一
川
同
法

一、刊十羽一

11
二
可
法
注
第
一
ハ

ith目
立
佑
二
条
第
一
呪

rL
闘
で
す
J

る
山
リ
合
等
に
つ
レ
亡
そ
の
十
一
自
縞
r人
以
敷
地

に
余
桁
が
あ
る
場
合
と
し

ど
め
る
場
ん
に
お

い
て
、
例
以
外
の
者
～
当
引
は
じ
け
企
平
J

一
一
所
包
「
る
弁
者

各
し
の
一
言
力
一
戸

dZT（γ品
店
主
主
叫
に
よ
る
け
一
戸
川
町

ー
ピ
行
、
つ
上
で
逃
レ
！
と
詰
め
る
者
二
絞
る
〕
J

｝
九

ψ
J
3小
川
市

俗
が
あ
る
が
分
会
一
岱
R
V
J

代
け
る
と
き

川
一
日
勺
に
娼
げ

る
同
ム
円
に
一
ぷ
内
寸
る
判
明
ん
u
J
V」
除
く
し
。

子1

行
政
肘
廷
で
あ
る
ニ
ゐ
を
治
方
公
共
川
体
J
v

へ
は
政
令

で
定
パ
め
る
法
人
の
経
常

γ
る
叫
枯
れ
白
ュ
、
川
口
ニ
路
て
の
池
政
令

で
定
め
る
施
設
の
用
に
供
す
る
場
合
ピ
お
け
て
、
そ
の

者
ρUJ
た
め
に
山
ト
I
叫
じ
山
地
に
池
？
ぃ
濯
を
設
ど
す
る
と
き
c

、
当
一
議
定
功
の
う
弘
行
政
財
析
で
あ
る
お
サ
を
色
刷
打
一
ゲ

る柑
H

越
地
方
公
共
川
体
が
当
夜
行
政
財
産
の
泊
花
な
方

訟
に
よ
る
特
年
キ

j
う
上
ご
泊
斗
一
認
め
る
茜
に
限

に
当
該
i
地
を
出
円
L
付
け
る
場
九
μ

自

一
行
政
川
町
産
？
っ
一
ノ
ワ
喰
ー
そ
の
他
の
建
物
及
び
平
一
心
的

帯
施
設
必
び
に
い

γ
れ
ら
の
敷
地

「以

F
、
一
の
い
す
に
お
い

C

一
げ
会
生
J

一
J
h
u〉

L
に
つ
レ
て
そ
の
末
函
積
r
人

は
敷
地
に
余
ν
刊
刊
で
あ
る
場
合
と
L
て
段
ヘ
J
t
ど
め
る
場

〈リ
h

日
い
一
」

v
i
T政
昔
連
地
十
川
氏
共
同
件
以
外
の
高

一
当
該
じ
企
辿
r
b
L
M
P
問
叫
す
る
お
通
地
ち
公
共
利
体
が
当

設
庁
全
Z
J（
り
泣
い
た
し
川
政
に
よ
る
管
涯
を
行
う
上
で
近

当
し
）
認
め
る
去
に
限
る

に
内
？
該
余
裕
7

つ
あ
る
部
分

を同日、
J

い
い
い
日
る
と
舎
へ
前
一
n
h
d
に
掲
げ
る
場
合
に
該
当

ず
る
場
合
を
除
く
。
一

行
政
財
疋
で
あ
る
出
品
、
町
、
凶
、
他
の
泡
ト
刀
公
共
川
付

又
は
政
令
で
定
め
る
法
人

治
路
ヴ
セ

心
地
政
令
C
定
め
る
施
設
の
射
に
位
い
す
る
山
安
打
に
お
い

c、
そ
の
μ
台
の
一
人
仇
む
に
当
該
土
地
に
地
？
に
ム
怖
を
読
む
ゲ
ノ

l取人法》l自2r: ;o; ;o i:2υ12.日、
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ノ、

行
政
肘
廷
で
あ
る
ニ
ゐ
を
治
方
公
共
川
体
J
v

へ
は
政
令

で
た
の
る
法
人
の
使
用
す
る
電
報
川
町
そ
の
他
政
令
で
定

め
る
け
抽
設
の
用
に
供
ム
n
J

る
場
合
に
お
い
と
、
y
て
心
持
－
d

にけ炉
h
I
F
Aハ1
地
に
地
役
怪
な
設
定
す
る
／
一
き
。

ο 

前
哨
明
治
二
ー
マ
仁
剥
け
る
場
合

ιお
い
て
、
中
I
L
法
行
攻
財

産
で
め
る
l
地
心
川
町
山
川
け
と
セ
行
た
者
が
叶
談
土
地
の
に

に
川
ハ
ム
何
寸
る
一
棟
の
建
物
心
一
部
f

以
h
J
」
心
条
に
お
い

と
「
戸
け
ん
屯
焔
設
と
い
う
）
を
凶
円
以
外
の
ム
で
に
せ
机
波
し

と
う
と
ナ
ゐ
J
き
は
、

4
コ
4
川川
U
定
施
設
’
V
4
一
け
受
け
よ
う

！

L
Fる
去
二
点
一
ー
同
行
政
財
ャ
沖
を
川
管
ず
る
名
省
各
庁
の
長

が
山
一
法
行
政
財
珪
の
泊
半
な
方
法
に
よ
る
色
刷
出
を
行
ム
ノ
1

zuU47
誌
の
司
令
討
に
限
る
J

に山コヨ凶？
l

引
乞
食
ー
ぶ
い

け
る
い
と
、
が
と
き
る
。

前
誌
の
規
’
止
は

R
3
1
（
二
刀
法
に
お
い
て
咋
用
「
る

の
川
県
’
氾
に
よ
り
行
攻

M
院
で
ム
め
る
ド
ト
地

司

A
U
L

一、ゴじ

ノ、、

行
政
財
疋
で
あ
る
出
品
、
町
、
凶
、
他
の
泡
ト
刀
公
共
川
付

又
は
政
へ
ー
と
た
め
る
法
人
の
偲
用
ず
る
包
線
mmそ
の
他

政
令
と
定
め
る
施
設
心
明
に
供
す
る
場
介
I

九
お
い
て
、

そ
の
者
の
乙
パ
の
に
ψ
i
つ
が
土
地
に
地
役
市
川
z
f
J
M

さC

3 

前
一
摂
第
号
に
お
け
る
4
荷
台
に
万
レ
て
、
中
！
な
刊
行
夜
討

出
げ
で
あ
る
l
地
の
貸
付
げ
を
受
付
ヲ
寸
広
告
が
斗
？
出
l
地
心
ニ

入
所
右
ず
る
一
械
の
佳
品
初
心

部
一
、
以
F
こ
の
Z

山
明
及
び
次

官
九
一
、

hm
パ↑
f
L

J
一

J
1
：吋

L

止
行
主
施
設
L

と
い
う

を
ψ
」
寸
前
台
直
地

ん
八
千
八
共
凶
体
以
判
心
者
に
よ
投
い
よ
＋
と
す
る
と
き
は
、

は
「
該
特
定
地
設
を
譲
り
叉
け

ttノ
と
す
る
苦

U
d凶
行
政

財
棋
を
管
制
唱
す
る
昔
民
地
方
公
共
団
体
が
出
回
行
政
府
記

心
地
U
仕
方
法
に
よ
る
包
却
を
ノ
ヤ
フ
卜
で
適
巾
〆
ニ
ロ
め
る

請
に
限
る
」
）

h
h
一
政
出
を
へ
ド
、
L
付
け
る
こ
と
が
で
き

ペコ

前
一
引
の
川
尻
｛
止
は
、
可
境

7
の
z
口
に
お
J

ど
準
用
す
る

J
吋
ム
ロ
を
八
円
L
J
G）

の
山
胤
ど
に
よ
れ
J

行
政
財
産
で
お
る
1
地

1！メ人民半、 G2 11 Ll II (2C'.2. S] 



r日J、
円問

の
法
一
引
い
け
を
受
け
た
ヌ
げ
か
比
一
J
品
取
浴
施
設
を
議
夜
、
て
さ

つ
い
て
何
月
す
る
υ

京

h
八
条
で
、

j
付、

VJ4作
に
つ
い
て
例
外
的
に
認
め
ら
れ

る
貸
付
行
学
J

に
つ
、
さ
、
ミ
元
規
定
に
ね
中
J
L
q
る

四

条

（
解
除
、
指
守
、
初
償
に
持

γ
る
民
主
）
を
準
用
ハ

「J 

則
条
項
心
規
ど
に
泣
反
す
る
行
局
は
、
川
…
効
vと
す
る
η

行
欧
州
川
廷
は

そ
の
用
途
又
は
目
的
を
妨
げ
た
一
い
m限
度

6 

に
お
い
マ
、

そ
の
佐
用
又
は
収
掃
を
ご
吋
ド
ヲ
る
、
一
と
が
で

き

る地
方
公
共
判
体
、

特
別
心
法
律
に
よ
り
ん
M
l
げ
さ
れ
ヒ
は

I 

人
の
う
か
J

政
令
で
，
に
め
る
も
の
又
は
地
ん
一
消
防
公
社
が
行

政
財
完
全
逗
路
、

ぷ
辺
又
は
下
水
…
坦
の
用
九
州
い
ト
ー
る
必
要

が
あ
る
場
与
に
お
い
て
、
第

政
治

什
す
の
公
化
け
、
同

項
第
五
口
ち
の
し
が
l
権
者
1

v

く
は
可
凶
明
治
ハ
ハ
ケ
心
地
役
権
の

刊日｛厄ワ
ν
へ
は
リ
川
墳
の
ー
市
内
を

γ
る
こ
さ
は

、
｝
れ
ら
の
名
に

中
」
J
Y
行
政
財
蛍
を
慨
ぷ
院
で
柏
山
川
川
さ
官
、
え
は
刊
は
P
L

江、
1

J

る

戸
一
と
日
か
で
主
C
7匂

の
公
刊
行
な
交
け
主
人
平
い
が
当
該
特
｛
一
一
純
設
会
F

譲
渡

7
r
tノ

f
Q
ぬ
ム
ロ
に
つ
い

；、

前
一
叫
悼
の
mw台
に
お
い
て
は
、
次
弘
、
治
判
明
及
べ
υ
第
斗

一
心
円
規
定
を
準
川
す
る
。

松
山
畑

墳
の
山
J
U
に
哨
呉
氏
「
】
I
G
／
付
為
は
、
こ
れ
を
川
効
と

f
i
7
3
一

↑I
J

ペ

／ 

丁
ウ
へ
J

って
j
b
d

、

f
t
Hハ
p
i
i

そ
の
市
途
又
は
円
的
を
妨
げ
な
い
叩
脱
出
店

に
お
い
こ
そ
の
使
吊
を
許
可
す
る
こ
と
が
で
＃
る

l取人法》l自2r: ;z; ;2 i:2υ12.日、
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8 

約
六
引
の
荒
p
t
に
よ
る
許
川

Jr受
け
て
「
勺
行
政
財
岸

s 
前
引

fm引の

－、
h

る
半
町
可
VC
寸
注
げ
て

F
る
行
政
財
産
の

の
使
い
い
川
又
は
双
山
川
に
つ
い
て
は
、
併
地
机
川
会
γ

法
（
平
成
一

年
1
d偽
作
品
引
九
サ
J）

の
規
定
は
、
適
凶
し
な
い
の

加
民
一
同
一
に
つ
い
て
は
、
仏
泊
借
荻
J日

へ
市
成
二
r
可
作
作
第
九

口

勺） 

の
川
芳
ど
は
、
」
れ
を
地
別
し
1
J
い
υ

活モ

九
条
で

J
J
可
に

の
斗
的
札
使
用
に

9 

第
〕
山
引
の
川
刷
4
U
に
F

ふ
り
行
政
財
此
ん
の
伎
川
ん
作
手
立
円
し
に

粂
八
ぷ
、

的
行
再
治
法
一
て
八
条
の
沼
第
八
日
品
、
、

F

J

一一、

7
I
L
J

わり

7
k

ザ「

三を
し

山
口
通
院
t
R
h
v
一
貸
）
〆
付
け
た
場
合
に
お
い
て
、

r

場
合
に
お
い
て
、

ハ
引
用
若
し
く
は
公
共
川
市
に
供
す
る
ん
J

め

日
一
貸
付
リ
期
間
中
に
恒
一
又
は
公
ん
現
体
に
お
い
て
公
ー
ム
八
刑
、

公
川
肘
又
は
同
の
伝
染
＋
J
1く
は
公
従
事
業
の
吊
に
行
ハ

rJ司令

に
め
必
史
守
中
じ
た
と
き
は

11ν
山川
μ住
p
壬
叶
昔
、
1
Q各

必
要
吉
井
町
じ
心
ー
と
や
む
、

vA
は
許
可
の
条
件
に
浪
戊
ず
る
行

ね
が
丸
る
と
認
め
る
と
き
は
、
百
淫
地
方
公
文
川
体
の
長

寸人は
4rAC円九
H

は、

そ
の
占
可
古
取
り
泌
す
こ
と
が
下
ぎ
F
Q

省
々
什
山
け
の
長
は
、
を
の
川
λ

約

br解
除
す
る
こ
「
が
で
き

る
」
と
掛
た
し
た
A

四

条

項

JY
泊中川匂

的
外
使
い
h
u
品、

半
汀
可
と
い
た
ノ
行
政
処
分
が
あ
コ
て
初
め
て
可
院
に
な
る

用
途
又
は
い
ド
ド
ト
的
を
妨
げ
な
い

地
方
自

rp法
一
八
条
の
同
お

と
（

ψ
（
新
拒
絶
）

正
巾
1
お
出
は
川
町
ぶ
さ
れ
は
い

行
政
財
単
の
じ
的
外
使
E
u
と
は
、
行
政
財
リ
悼
の

芸
司
2
0

旬

の

「
i
V
A
t

－HJ
i
、ぷ

l

い
お
け
る
使
用
を
い
う
が
、
現
行
法
1
1
い

一
同
有
財
梧
法
一
一
八
条
～
項
、

古
ん
同
士
れ
る
で
～

つ
ま
り
、

行
政
川
町
豆
、
～
使
用
ず
る
倒
乙
こ
れ
を
使

に
は
巾
本
山
1

ん
の
収
受

な
お
、

「
償
問
川

る
側
t
幻
山
で
、

（
賃
貸
情
、

使

μ
～ι日川
）

ず
行
コ

h
f

…f
R
1
7
b

つ斗
l

戸
、
中
J
h
k
J
2
0

J
↑
tJJ市
し
i
jど
才
？

L

J

r

治
U

位
・
保
般
の
公
的

、
」
の
こ
と
か
ら
、
許
可
JY受
円
て
ず
る
行
政
肘
曲
げ
の
弓
お
れ
便
別
に
つ
い
て
は
、
借
地
什
川
家
t
比
が
い
訓
一
用
さ
れ
ず
（
庄
ム
竹
政
広
法

に
つ

L
て、

器使
;ff m 
麦料
法 ？！，＂
ーが〈

天；1i
条予
~） ;rし
；きる
ill 邸
主口
才L i＂こ

、～

も

許
可
を
市
公
訴
し
な
い
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r日

だ
と
点
川
吋
の
右
効
期
州
川
川
市
内
、
あ
コ
て
J
M

又川
M
J川
叶
心
条
件
ピ

「
公
明
許
7

し
く
は
公
共
同
川
に
供
す
る
た
め
必
安
古
川
一
じ
た
と
し
7

躍
一
以
ず
る
行
為
が
あ
る
ぐ
訟
の
る
と
き
は
、
許
川
の
山
川
消
1

／
（
い
り
ゆ
る
撤
回
）

さ
え
認
め
ら
れ
る

（泊ト刀

μ治
法
一
一
一
八
条
心
開

J、
円問

第
九
項
）
。

川
小
ト
の
立
は
、
行
品
以
財
？
を
組
合
事
務
バ
と

L
て
供
斗
f
ノ
、
崎
山
山
川
き

3
0場
れ
に
も
パ
？
J
Lノ
＼
一
安
心
ー
す
る
。
少
な
く
と
も
現
行
法
に
は

そ
の
杭
れ
を
認
め
ー
～
規
d

況
は
ば
い
u

角
川
い
み
と
よ
う
に
、
牧
野
店
前
討
が
一
山
本
的
に
、
民
間
の
労
働
組
台
と
い
h
公
労
と
は
八
王
〈
V

場
が

追
う
一

E
レ
つ
に
の
は
、
こ
の
こ
と
を
出
帆
し
て
い
た
の
で
あ
る
し

に
だ
、
行
政
財
一
件
の
口
的
外
使
川
刷
か
昂
可
に
よ
る
こ
と
が
法
律
一
唱
依
に
な
っ
た
の
は
、

現
行
心
向
上
刊
材
開
法
が
制
定
さ
れ
ド
川
町
布

一主
j
tは
な
い

私
出
の
契
約
L

よ
る
わ
政
引
斥
の
口
け
川
町
外
供
用
、
ち
可
能
と
慨
す
る
余
地
が
、

品
川
刀
店
ム
什
出
に
続
投
一
臼
ム
判
財
一
段
誌

げか改

ιさ
れ
る
川
和
ご
何
代
後
ー
ま
で
は
た
L
か
に
お
っ
た
J

労
働
矧
ム
川
も
職
員
同
仏
も
同
じ
F

何
台
市
下
務
所
の
洪
ト
与
に
つ
い
て
も

こ
の
よ
う
伝
「
誤
解
」
を
4
l
b
京
刊
況
が
、
フ
て
と
に
は
為
っ
た
の
で
あ
る
乙

2 

行
政
財
産
の
目
的
外
使
用
固
有
財
産
法
の
当
初
規
定

囚
右
同
一
屋
川
以
と
い
え
名
称
の
法
律
、
予
行
、
引
出
で
最
初
に
制
定
を
み
た
の
は
、
持

ム
次
大
戦
伎
の
こ
と
で
は
な
い
r

札
一
は
年
以

l
u叫んN

ら
、
ず
て
に
同

色
村
の
ト
引
い
伶
「
十
へ
花

。
一
年
四
月
八

E
法
律
第
山
一
け
さ
が
存
存
し
、
そ
の
判
条
は
図
表
肘
～
斗
ハ
雑
種
川
町
屋
へ
況

ろ
し
法
で
い
う
芭
泡
財
が
に
憎
当
l
l
l
n
一
ヲ
除
ハ
ヴ
ノ
外
之
7
該
液
～
ン
え
ハ
之
ニ
私
権
ヲ

え
ル
コ
ト
ヲ
将
一
人

ιン
u
一
ノ
い
い
川
次
又
ハ
川
け

比
一
ブ
妨
ケ
什
ル
以
伎

ノ
使
用
え
ハ
収
リ
住
ヲ
為
サ
～
J

ム
ル
ハ
此
ノ
限
－

A
ラ
ス
L

こ同札｛
4
7
戸
、
ぃ
～
。

二
コ
日
主
主

J
／
J

i

y

f

v

 

説
作
の
「
下
一
有
川
町
産
J
一

一／l
ノ
円
法
作
出
ヤ
］
一
ロ
勺
～

の
引
定
に
此
け
い
縫
H
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
も

rmm利
一
午
六
月

、J
ヘノ、
u
r
u
 

そ
の
用
途
又
は
日
む
か
一
的
一
日
小
品
レ
限
反
に
お
い
と
使
川
又
は
収
川
寸
を
さ
せ
る
場
合
を
m
松
山
く
外
、

同
法
河
b
h
は

一
行
政
川
別
法
は
、

l取人法》l自2('. i"J ;4 [2υ12.日、



こ
れ
を
詮
し
い
い
い
け
、
父
祖
仏
、
九
一
ん
り
判
い
し
、
占
有
誠

J
7
t
拾
い
く
は
出
資
の
ド
的
と
に
リ
ん
は
こ
れ
に
私
棒
を
設
定
す
る
こ
と
が
↑
＼
き
な

い
」
／
エ
ん
め
る

八
条
と
し
て
、
こ
れ
が
継
承
、
d
れ
る
こ
ζ

に
な
ワ
た
。

、三つ
J
L
行
環
境
の

F
で
、
ノ
土
政
町
長
の
は
的
外
使
用
に
つ
い
て
は
、
弘
法
上
の
村
人
約
に
d

っ
て
こ
れ
を
な
ざ
し
め
る
、
k
ζ

＆
ロ
J
7ニ

の
考
え
γ

々
が
、
設
的
‘
一
弥
氏
を
品
店
じ
で
、

い
〉
た
ん
は
斗
例
e

子
説
の
い
人
勢
を
山
民
る
こ
と
に
な
る
ハ

に
ζ

へハh
、
川
一
右
リ
叫
町
長
法
z
古
川
管
ず
る
大
崎
宥
（
ム
コ
山
吋
〕

日
出
一
叶
苦
心
干
に
な
ゐ
日
付
、
の
コ
〆
メ
ン
タ
凡

「
反
有
I
V
Y

－
件
以
布
市

（
初
川

jd六
一
ヰ
紘
J

は
、
ハ
わ
時
の
状
況
を
次
む
よ
う
に
以
判
ず
る
υ

り
干
説
の
大
品
川
以
行
政
財
月
を
去
の
本
米
の
用
品
川
一
又
は

Rrd
を
阻
害
し
な
い
限
句
、
ぷ
法
ー
一
心
持
約
に
よ
り
寝
泊
収
ぷ
さ
H
一
う
る

こ
と
を
認
め
て
お
り
、
判
例
も
一
公
物
ハ
公
ノ

υ的
ニ
洪
七
一
フ
ル
ル
司
ノ
ブ
i
戸
、
其
ノ
月
的
全
然
相
行
為
レ
ヂ
ル
内
容
ヲ
ム
制
ス
ル
私

＋
V
M
r

ノ
佼
吊
総
ノ
成
立
ヲ
許
庁
ズ
見
、
右
ノ
リ
的
ヲ
計
ゼ
ド
ル
限
度
了
於
一
ア
ハ
、
氷
川
い

ノ
）
ル
枝
市
権
司
ノ
設
定
、
ン
又
ハ
ぷ
ヲ
存
続

h'2財産のH的外岡町乙和台ii拐1・c I ・) 

ゼ
ン
ム
ル
コ
ト
マ
妨
グ
ル
モ
ノ
－
非
ズ

H
2判
ぶ
し
て
、
こ
の
こ

2
令
認
め
こ
い
る

山
初
一
仁

一
凶
大
審
院
以
巾
宇
治
川
部
判

z
、。

」
」
ノ
、う

1

ま
に
、
法
制
い
同
心
解
釈
も
、

行
政
財
一
尤
zど
そ
の
用
改
え
は
円
的
を
妨
げ
必
い
範
阿
に
お
い
亡
、

弘
人
に
使
用
さ
せ
る
行
九
円
心
汁
い

律
的
性
絡
に
つ
い
て
、

そ
れ
を
公
式
一
上
の
行
為
y
：
て

私
法
の
適
川
！
日
八
十
内
的
に
排
除
さ
れ
る
も
の
〉
1

げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
担
自
は

原
則
的
に
は
情
的
決
位
一
ァ
の
治
市
が
あ
る
も
の

な
い
と
v
二
I
1

)L 

ノ、

九
サ

正文
Q! 
戸下
町

使
μ 
」L
:j: 
：（~ 

手ミ

場
ノ、

0〕
上〈

ぷ土

て門出l
」

北
九
努
一
一
口
号
延
び
附
和

)L 

f

－、
1

γ

一

つ
L
P
J

町
手II

二
法
制
対
立
九
泊
中

他
方
、
右
の
コ
シ
メ
シ
タ
？
ル
は
、
七
政
問
一
洋
の
目
的
外
使
い
H
h
L

｛
ノ
い
て
は
許
一
刊
に
よ
る
こ
と
を
法
作
上
明
確
に
1

／
た
ほ
利
て
九
年

乙り
の直
前有
待院
に立t
Tこ i±二
つ改
て止

o'!'. 1J:f 
用に
さお
n L、
にで

ヲミ
務
店主

行
政
処
分
で
あ
る
計
り
に
し
土
台
淀
川
仰
い
託
し
か
訟
吟
ら
れ
な
い
も
の
で
あ
る

ー
で
J
o
J
G
。

以
士
山
引
用

レ
亡
、
コ
J

メ
ン
タ
ー
ル
が
次
の
」
う
に
述
べ
と
い
る
と
三
ろ
を
ワ
円
る
と
、
そ
れ
は
ど
う
も
そ
こ
に
い
う

、
台
」
、
j
J

7

1
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r日

成
品
γ
一
号
が
九
九
出
さ
れ
に
昭
和
一
一
一

4
以
降
の
こ
と
ア
）
い
、

r
七
の
士
つ
な
p
打
政
財
J

叫
に
つ
い
て
私
法
！
の
契
約
に
よ
る
伎
町
攻
パ
山
を
肯
定
ず
る
一
品
に
対
し
て
は
、
も
し
改
止
ポ
の
第

八
年
、
が

J、
円問

弘
法
契
約
一
泣
付
け
又
は
弘
怪

昼、？一、

4
l
j
e
f
 

ド仁政
U
U
斥
の
用
途
J
v
へ
は
汗
約
九
ぜ
妨
り
る
公

に
よ
り
使
用
以
お
さ
せ
る
こ
ノ
与
認
め
、

日
け
又
は
私
権
の
設
定
の
み
を
議
1
M
L
q
J
る
川
尻
定
で
あ
れ
ば
、

「
：
そ
の
用
途
げ
ん
は
口
約
を
妨
げ
な
い
限
度
比
お
い
く
淀
川
市
又
は
以
p

ハ川

を
さ
せ
る
場
台
Jvr

除
く
外
、
こ
れ
を
交
換
L
、
完
り
払
い
、
詩
人
T
L若
し
く
は
出
資
日
門
的
／
）
し
て
は
な
ら
な
h

／）川県正一
9

れ
ば

分
で
J

め
る
に
か

、
わ
J
A
〔
わ
ざ
貸
付
け
及
び
J

私
権
主
設
定
す
る
こ
と
を
禁
止
し
た
の
は
、

に
よ
い
り
行
政
対
応
宇
崎
市

以
訴
さ
廿
る
こ
と
を
総
対
的
に
祭
止
し
た
訟
口
と
解
「
べ
き
で
↓
れ
る
と
ゲ
る
、
ム
艇
が
丸
り
え
に
実
務
ー
は
、
少
は
く
と
も
汁
土
星
Jγ

伎
川
町
三
山
セ
る
場
合
に
は
、
出
口
利
契
約
L

よ
ら
な
い
で
行
以
処
分
の
形
式
に
よ
り
、
直
要
～
ιコ
タ
末
日
川
乞
付
し
て
州
民
用
収
掃
の
百
川
い
と
す
る
こ

し、と
、｝げ b」

＂~統

？ミ
h 
-r 

IB 
和

じ
H

凶
作
守
口
第
一
号
一
凶
の
け
会
等
に
杭
礼
用
つ
ん
は
収
ベ
怖
を
汗
可
す
7
9
4
M
m
合
の
収
以

そ
れ
よ
り
さ
ら
に
一
つ
年
前
（
昭
和
一
一
一
年
当
時
）
、
急
速
v

円熟
J

力
を
増
し
つ
コ
為
っ
た
労
働
組
合
は
、
専
従
役
員
心
也
市
t
p
J

と
と
も

に
組
ム
υ
古
川
す
務
所
の
賛
同
い
に
つ
い
て
も
、
使
加
者
の
ハ
只
旧
刊
と
す
る
こ
と
を
ぺ
快
…
と
考
え
ゐ

ヘ
戦
利
品
と

r
ら
え
る
）
灼
向
い
あ
ハ

人
亡
、
し
m’に

守、、ズ
f

d

b
守
j

こ
ロ
リ
、
F
L
十ハ

／

Jtι
守一

n
F
I
U
1
叱
J
7
v
p
h
f

結
合
一
一
「
務
所
町
ム
制
す
る
労
釣
純
〈
川
」
ぞ
一
七
・
%
、
と
少
数
に
と
と
ま
っ
た
、
も
の
の
、
費
用

へ
図
表
2
を
多
少
M
U
」

を
使
川
討
ハ
匂
百
円
初
、
／
｝
」
2

Q

組
合
は
実
に
そ
の
九
年
山
を
刊
の
タ
U
V
J

／
）
い
う
羽
実
が
卜
h

ハャに

一
の
で
あ
る

敗
戦
後
の
滋
2

J

I

J

た
状
況
の
、
ー
と
は
、
、
〕
有
し
た
住
人
門
事
務
所
の
使
応
が
正
規
の
許
可

1
続
き
を
川
町
て
行
ゃ
れ
た
と
は
お
主
主
J

J
ん

に
く
い
。
二
月
つ
し
て
、
捜
拠
や
丁
統
合
ぎ
J
u
d
咲
昧
な
ま
ま
、

い
つ
し
か

11役
等
の
組
合
事
務
勺
」
し
て
の
加
償
使
削
h
J
慣
が
川
化
し
、

と
な
っ
た
。
、
」
う
ぷ
f
一
～
～
と
し
ζ
J也
、
お
そ
ら
く
白
人
、
認
は
立
い
と
φ

の
ろ
う
。
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図
表
2

組合事務所の宥無と費用負担ハ昭和二一一年六月末現存J

言1
組務所合$ 何三Ff 台 組台務所$ 

無担良負jO イf

一九
九八 iL 九
'' l: () 

J、 二二 問。
令

（（  

ー「ノノ、
同 iL ~· 、

苦手

、τ二J ＼ 、r一一、

〔〔〔 署長

｝＼ 
j、。

九。

同ノL j, 
)L つ IL
一一〈、ノ 一
ノ、 J、、

つ
（ 

一一＼ t; 

／＼ ＼／、／ 
ノ務山司、七コ

JL ーハ 及ひ
体同

Ir - O 
0 0 0 

。ひっ
］｝）  
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てミ

許
可
し
よ
る
目
的
外
使
用
の
明
確
化
（
法
改
正
）
と
そ
の
意
義

地
点
一
同
官
出
（
昭
利

七
川
h
h叩
斗
市
中
i

ハ七
4
J）

よ
び
H
N
M
け初

一
足
立
広
で
い
う
「
公
、
り
施

に
も
当
初
か
、
口
、

二
同
月

設
」
）
に
関
「
司
令
規
心
（
お
漏
第
六
斤

「
川
射
殺
」
第

「
し
品
川
口
一
制
、
一
円
制
、
町
村
制
当
一
時
の
も
の
を
跨
襲
、
ν

て
い

は
豆
か
れ
て
い
た
が
、

」Lr
も
あ
っ
て
、
行
政
財
河
と
い
そ
口
実
さ
え
地
方
白
治
法
い
は
土
コ

地
方
肘
務
制
度
に
悶
「
る
唱
均
一
に
令
一
付
が
戦
前
の

～
一
く
な
場
し
な
い
く
い
う
状
況
が
、
そ
の
後
も
ド
民
間
川
閣
に
わ
た
っ
て
続
い
て
い
行
ラ

そ
の
治
l

々
自
治
法
が
、
行
政
財
産
の
は
的
外
伸
一
月
に
つ
い
て
は
、
い

に
よ
る
こ
と
を
同
右
肘
梧
法
に
先
ん
じ
こ
財
に
「
る

（
そ
の
己
円
心
川
以
内
、
正
が
行
わ
れ
る
）
こ
と
に
な
る
。

は
ぽ
近
接
7
v

た
吋
取
に
山
事
ヘ
略
さ
れ
て
お
り

乙
三
、
こ
れ
ら
の
法
停
改
正
は

【
泊
万
円
治
法
日
一
改
京
は
印
刷
和
一
一
ヘ
午
z
ハ
刀
八
川
法
作

川
法
律
第
一

一
ヘ
」
号

ιよ
る
）
、
以
ト
に
み
る
よ
う
に
改
正
後
の
山
山
内
｛
平
内
容

第
九
九
サ
、

引
制
一
対
照
法
の
改
正
は
花
苛
A

一
九
可
七
月
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r日

に
も
丈
夫
な
遅
い
M
M
み
ら
れ
な
か
っ
た

図
表
3
今
、
主
／
眠
、
）
し

図
表
3

国
高
財
産
法
と
地
方
自
治
涜
昭
和
ニ
八
年
・
三
九
年
の
改
正
後
の
想
定

J、
円問

,1 3 
2 i 立 7" 第十
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法刀、 h
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ザハ》一」エ」、
F
r
L
缶、ヴハ
V

第
二
引
の
規
υ心
に
よ
る
許
川
J
T
を
け
て
「
る
わ
政
財
ギ

1 

前
円
以
の
胤
定
ト
ド
ホ
る
占
一
円
、
ヨ
受
げ
て
L

ヨ
ノ
る
行
政
防
詮
の

υ 

の
使
い
川
又
は
双
山
／
に
つ
い
て
は
、

慣
用
に
コ
い
て
は

ヘ大
J
I
十
司
法
伊
第
阿
九

執
門
担
下

1

；
 （
大
正
司
法

品
作
第
川

1
九
乏
し
以
び
借
説
法
（
六
千
司
法
体
第

4
1

ロ
勺
）
及
び
的
家
法
ヘ
一
八
一
け

i
」
寸
法
什
作
品
五
十
号
）

ご〉

1見

号）

の
川
用
主
は

迎
用
）
は
い
。

は
、
こ
れ
か
二
忠
則
し
な
い

第
一
項
（
り
出
定
に
よ
h
行
h
A
対
向
日
一
倹
川
九
三
庁
可
し
た

J

ぷ
叫
ん
は
に
お
w
イ

11

公
用
若
し
く
は
公
共
川
肘
に
供
す
る
人
め

必
要
を
牛
じ
に
と
千
六
＼

Jλ

は
許
可
C
条
作
に
法
反
寸
る
行

九
が
み
る
と
一
花
め
る
と
き
は
、
古
川
培
地
方
公
共
川
作
心
長

又
日
目
安
一
は
会
は
、
ふ
の
斤
可
を
取
り
前
「
こ
1
／
が
で
き
ァ
匂
c

こ
の
う
ち
、
地
卜
々
自
r
出
法
の
改
正
に
つ
い
て
は
、
地
ト
々
貯
M

抑
制
反
全
般
に
わ
介
る
法
改
一
J

（
続
編
第
九
青
の
全
面
改
ー
上
）
の
段

と
、
）
亡
行
わ
れ
止
と
め
、
改
正
法
J

ょ
の
提
雰
ぃ
vm
…
叶
説
明
に
お
い
て
も
「
八
ム
右
財
奔
に
つ
い
て
は
、
り
て
の
範
凶
今
、
法
定
ャ
る
と
と
三
九
、

こ
れ
を
行
政
肘
並
乙
普
通
院
今
作
こ
に
分
額
L
、
そ
れ
ぞ
れ
の
管
謹
及
び
処
分
に
凶
し
所
要
の
規
定
を
設
け
る
こ
と
」

／
）
い
コ
た
説
明
し

か
な
シ
ご
れ
な
か
〉
た
。

、
」
の
よ
う
日
ド
桁
も
ふ
ぬ
っ
て
か
、
引
川
1
ぽ
さ
れ
た
二
千
へ
条
の
は
に
川
崎
パ
中
～
し
た
一
戸
会
に
お
け
る
質
授
？
、
川
、
栄
一
涼
一
院
地
方
行
政
妥
弓
（
会
げ
い

お
け
る
次
の
件
を
数
え
る
に
、
こ
ど
ま
っ
た
が
、
そ
れ
が
紀
ん
じ
事
務
所
の
供
与
に
か
日
わ
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
こ
は
注
日
に
い
す
る

へ
質
問
者
は
た
以
一
夫
社
企
叩
じ
ゅ
関
口
、
答
弁
者
は
佐
久
広
魁
！
一
治
省
行
政
乃
長
」
〈
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r日

（
太
田
委
員

Z

れ
か
己
、
き
つ
つ
、
念
の
た
め
に
お
－
一
ね
L
z
l
h
い
の
は
、
。
百
一
；
八
条
の
同
で
あ
れ
〆
ま
「
が
、
行
政
財

互
の
管
述
、
処
分
J

こ
の
行
政
川
町
一
昨
の
管
珂
、
処
分
の
一
一
攻
は
、
「
行
政
肘
告
は
、
w

ゲ
の
ロ
川
一
途
マ
ん
は
日
的
を
妨
げ
な
い
限
広
に
お
い
て

J、
円問

そ
の
使
用
を
計
H
4
7
司令、」
ζ

が
さ
き
る
／
工
め
り
ま
す
し
政
肘
体
は
、
」
れ
き
岱
只
1

）
作
い
け
な
い
し
は
譲
与
じ
ま
た
は
ぞ
り
払
い
等

を
設
｛
況
し
て
は
な
ら
な
い
と
い
h

っ
せ
つ
は
法
む
規
定
引
占
め
る
に

η
か
わ
ら
「
、
一
一
一
況
に
お
き
ま
し
亡
、
一
別
途
又
は
礼
的
を
妨
げ
な

い
限
度
」
、
、
了
つ
い
行
条
件
い
は
つ
日
て
お
り
ま
「
が
、

一
使
用
を
一
司
り
ふ
り
二
句
、
｝
乙
が
で
き
る
。
ー
と

I
Jっ、

7
1か
あ
り
ま
す
の
戸
ヘ
現
在

に
お
い
司
亡
持
庁
舎
な
ど
に
お
き
ま
し
に
、

い
ろ
い
ろ
な
現
体
が
、
お
に
恥
門
R
－mN
湾
以
干
す
る
古
市
山
体
が
、
部
屋
を
借
れ
J

た
も
の
仕
ど
が
あ
る

ゎ
、
円
で
す
し
を
う
い
う
も
の
が
、
ャ
汀
合
色
町
規
則
一
ぱ
ど
と
い
一
〕
も
の
を
パ
く
り
乏
し
て
｜
｜
こ
れ
は
r
川
M
米
関
川
澄
に
～
f
－
て
お
り
三
崎

円
、
れ
ど
J
U
、
f
F
4
げ
に
庁
合
同
汁
埋
川
崎
町
M
m
r
や
か
ま
し
く
こ
、

ど
ん
ど
ん
出
て
い
け
と
い
う
上
う
と
こ
と
て
、

状
っ
か
〈
杓
日
杷
関
係
が
で
き

し
が
っ
て
芯
る
の
を
氾
い
出
と
う
と
い
司
る
劫
さ
が
あ
る
へ
こ

の
改
正
が
拍
中
心
亡
か
り
で
は
限
る
よ
思
う
の
亡
す
が
、

リ
マ
？
勺
九
己

」
と
は
な
い
で
し
ト
ド
う
r

心
佐
久
間
政
府
委
員

攻
在
d
h
叫
ん
L

さ
れ
て
使
用
い
と
お
の
ま
d
も
の
に
つ
き
ま
し
で
は
、
附
引
の
弟
i
条
、
経
過
滋
定
が
ご
ざ
い
ま

、J
て
、
新
決
の
規
，
に
に
よ
る
前
川

yp一
受
け
た
も
の
と
み
た
す
と
し

、
ざ
い
ま
す
し
？
っ
、
羽
荘
使
用
さ
H
て
お
わ
ま
す
J
む
の
ピ

つ
き
ま
L
て
は
仰
心
配
け
ご
す
い
ま
ゅ
ん
v

な
お
、
ム
f
伐
に
つ
き
ま
ー
〆
て
ー
も
い
刊
誌
的
t
f
M
挫
叫
が
な
さ
れ
ゐ
こ
と
を
期
待
J乞
L
たヲ

J
t
k

る
れ
け
て
ご
ざ
い

池
方
、
川
十
J

有
財
一
昨
法
の
改
正
｛
～
つ
い
て
は
、
改
lkJ以
来
り
決
案
司
自
説
明
に
お
川
て
一
行
政
川
出
産
、
h
yへ
そ
の
別
途
ま
に
は
弓
的
J
U
Y

－妨

げ
な
J

限
民
に
お
い
て
使
用
ま
た
は
収
P

廿
さ
守
る
場
合
は

打机法何人
ω刊
に
品
る
こ
乙
キ
一
認
め
な
い
で

んJ
絞
は

rJ
べ
て
行
政
処
分
た
る

討
は
J

に
よ
る
、
ア
こ
に

る
こ
と
が
Z

し
の
坪
出
の
一
つ
と
し
て
お
さ
れ
た
ほ
か
、
品
下
に
み
る
よ
可
に
日
中J
外
債
川
心
計
叶
つ
の
法
的

l取人法》l自2('. 20; 20 [2υ12.日、



性
絡
を
知
る
上
で
有
用
な
質
疑
ゃ
一
例
J
九
一
説
明
が
衆
参
同
院
の
大
校
一
妥
員
会
で
は
な
さ
れ
て
お
り
、
、
山
ド
EA
れ
ゐ

ヘ
質
問
者
は
引
会
冗
の

休
ト
終
段
次
郎
衆
議
院
議
員
、
位
打
弁
・
パ
一
足
説
明
を
行
っ
た
の
は
、
江
す
堅
太
郎
大
蔵
省
特
別
］
局
長
二

。
佐
藤
（
銀
）
委
員

、
今
度
の
法
体
日
小
引
行
政
則
産
を
賃
貸
仙
契
約
じ
ャ
な
く
て
、
行
政
処
分
4
？
の
計
叶
に
ふ
る
い
〈
い

う
こ
ζ

に
改
め
る
；
与
t

い
で
あ
り
ま
ず
が
、

い
ま
の
法
惇
ど
は
ど
う
い
hγ
山
部
h
h
r
d
d
る
の
か
、
こ
れ
を
兵
体
的
に
ひ
コ
ノ
御
説
明
願

、手一、
C

1
－
J
i
1、

コ
江
守
政
府
委
員

行
政
対
岸
川
ぽ
、
勾
」
の
川
匁
A
4
0
f
l

ハ
は
日
前
b
l
f
灼
け
ぷ
w

恨
皮
に
お
い
て
や
マ
出
三
心
は
収
拾
を
さ
せ

現
存
の
法
律
は
、

ソ
ピ
品
合
日
ど
応
h
J
、
ほ
か
、
こ
れ
を
品
川
（
付
け
、
交
換
し
、
そ
の
似
弘
懐
中
〈
誌
記
「
る
三
と
が
で
き
な
い
、
こ
う
い
、
っ
規
定
に
と
っ
て
お
η

ま
し
て
、

一
」
の
梶
山
は
行
政
山
川
床
を
伎
吊
、
収
日
甘
さ
せ
ま

1
右
訳
1
ど
い
た
し
ま
し
て
本
来
行
政
財
監
と
中
し
ま
ず
も
の
は
、
打
政

h'2財産のH的外岡町乙和台ii拐1・c I ・) 

日
的
ト
必
山
女
で
あ
る
か
、
り
、
行
政
引
法
と
し
て
侭
有
し
て
お
る
則
定
で
ご
ざ
い
ー
す
の
で
、
こ
れ
わ
般
の
民
間
の
ほ
う
に
使
わ
什
る

と
い
号
、
J
H
っ
た
「

2
は
、
き
わ
め

C
例
外
的
立
、

一
時
的
な
も
の
一
て
ご
ざ
い
ま
す
心
で
、
当
然
こ
れ
は

時
使
明
許
可
的
と
ド
利
一
片
ど
持

つ
べ
き
ょ
の
で
ご
さ
い
ま
「

で
μ

」VJd
い斗ますノ、
mN
、
丸
子
主
主
、

二
グ
イ
メ
、

t
f
J
Y

日
」
の
条
文
か
、
つ
パ
什
し
ま
す
と
、

場
合
に
よ
っ
て
は
そ
う
い
ハ

r
ドd

使
L
庁
前
叫
で
な
く
、
J

て
、
北
H

通
の
岱
乎
〕
ハ
付
い
け
と
い
た
F

よ
う
な
こ
と
も
で
き
る
よ
う
に
訂
版
め
る
心
配
事
か
ご
さ
い
ま
寸
r

〕
た
が
こ
I
1
こ

れ
は
は
な
は
ど
泊
当
で
な
い
ζ

い
う
」
〉
一
亡
、
今
後
は
ご
う
い
っ
た
し
政
院
洋
の
伸
一
月
、

別
伝
の
的
使
用
許
可
と
い
う
こ
乙
立
処
攻
を
し
も
で
フ
こ
い
え
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
円
。

ノ
↓
い
う
よ
う
な
誌
の
は
ず
べ
て
ノ
「
政

羽
行
法
第
八
粂
（
り
規
定
は

。
政
府
委
員
ヘ
江
川
寸
堅
太
郎
君

火

行
政
町
一
庁
や
そ
の
用
途
ま
た
は
司
約
十
を
妨
げ
な
い
以

度
rL
一
泊
し
て
使
用
ま
た
は
以
前
さ
せ
る
こ

2
が
て
さ
る
こ
と
ケ
一
定
め
て
お
り
ま
す
が
、
そ
の
胤
定
心
主
ニ
H
か
ら
、
行
政
処
汚
た
る

d
ィ
サ
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r日

に
」
る
ほ
か
、
私
法
ー
の
契
約
い
ζ

る
こ
と
も
必
ず

f
o小
川
吐
い
慌
て
は
な
い
と
解
釈
す
る
余
地
が
あ
ハ
去
の
で
あ
れ
〆
ま
「
）

J、
円問

ー

と
あ
り
ま
す
の
で
、
今
後
は
、
そ
の
快
尽
双
山
立
は
す
べ
て
F

土
政
処
分
に
る
許
一
刊
に
「
亡
し
』
の
み
自
さ
し
め
る
w

J
／
「
〆
て
、
わ
り
γ
て
、
～
川ワ

併
ι
州吋沖、、刊
4

ぷ
法
の
山
姐
川
肘
？
川
r
九
弘
い
二
、
t
J／
一
念
の
た
め
は
つ
さ
れ
J

さ品～」
J
1
L

お
ヤ
｝
う
y

」
r｝ω？もの
C
斗
め
り
ま
す
O

戸
、
の
仇
う
に
旧
枇
定
し
ま
？
〕

2つ｝

亡
も
、
従
米
行
政
処
分
に
司
令
一
司
り
に
よ
る
も
り
に
つ
い
て
併
出
法
、
仙
家
法
の
泊
用
が
み
つ
コ
に
い
《
わ
け
で
は
決
し
て
ご
ざ
い
ま
山
一
日

ん

c
k
お
、
従
来
ハ
弘
法
契
約
に
よ
つ
に
い
た
も
の
に
ま
で
改
正
法
を
也
川
し
こ
行
ぷ
州
出
r

分
た
る
九
司
J
L
切
れ
か
え
る
こ
と
は
安
叶
ー
で
な
位

に
、
契
約
出
以
前
抗

f
時
主
い
に
は
従
削
の
例
に
よ
る
こ
と
J
し
、
出＼

 
j
 
以

十い唱とい中唱えら、れま
L
U
J

の
で
、
一
｝
れ
ら
わ
も
の
に
つ
き
「
ぶ
し
て
は
、

し
か

L
な
が
J

、
行
政
財
疋
は
い
わ
♂
る
凶
有
公
物
ニ
ー
〆
て
本
一
一
L
的
に
M
門
の
苅
紋

cι
政
日
的
の
た
め
に
供
用
さ
れ
る
性
病
心
主
幻

骨川

f
後
は
改
一
什
い
同
刊
の
第
卜
八
条
の
連
市
が
あ
る
、
ょ
す
る
ー
も
の

ま
た
、
先
に
も
戸
及
、
い
に
「
同
ム
廿
財
注
ι
仙
沼
解
p

mm利
i

ハ
ポ
収
）
が

ど
り
凶
有
財
砕
い
の
改
正
二
関
連
し
て

行
政
財
産
の

使
川
市
以
誌
の
バ
吋
」

い
つ
い
て

次
の
ト
で
つ

cい
る
こ
と
も
申
告
J
J
に
な
る

二
一
凶
一
二
全
R
L
た
お
、
昭
初
有

年
版
で

は
ヱ
川
川
つ
」
と
は
、
パ
出
ム
ド
に
よ
る
お
ん
む
の
行
為
の
一
般
的
禁
止
を
梓
い
い
ιの
ぬ
札
口
に
解
除
、
三
品
司
法
に
「
る
こ
と
が
で
き
る
、
主
に
す

る
行
為
一
生
い
う

t
の
一
ぷ
が
、
第

段
併
の
以
内
に
冒
し
m
’
れ
て
レ

/¥ 

行
政
防
砕
を
便
｛
い
向
け
仏
γμ
川
、
と
を
る
場
甘
ば
、
第
一
皮
た
だ
1

〆
辛
口
（
川
町
和
囚
八

1
刀
法
改
正
ト
ド
ホ
ハ
リ
新
一
夜
、

H
4ゴ
也
、
ノ

土
4
0
］当

号

τに
う
に
該
当
、
叶
J

川
十
円
同
じ
｜
｜
、
け
）

に
規
山
γ
γ
Q
特
定
日
間
切
ム
円
」
／
一
除
昇
一
、

一
行
政
処
分
た
る
引
川
一
刊
に
よ
ら
な
け
れ
ば
な
う
沿
い
n

阿
川
和
子
々
一
も
つ
の
法
待
改
寸
前
の
お

八
条
に
つ
い
℃
は
、
行
政
財
悼
の
使
用
収
パ
刊
を
弘
法
犯
約
に
よ
｝
白
こ
と
も
で
き
る
こ
痢

釈
す
る
余
地
も
た
っ
た
か
、
現
行
法
一
は
、
第
一
足
ど
だ
し
書
の
特
に
の
場
合
に
弘
法
契
約
に
よ
り
使
用
収
訴
さ
仕
る
こ
と
が
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一副川
J

い、。り
1

守
け
［
れ
い
ば
使
い
川
！
以

vrど
認
め
る
こ
と
日
で
き
「

」
れ
に
注
υは
ず
る
行
為
は
治
効

認
め
、
つ
れ
て
い
る
ほ
か

戸、

4
h
y
h
v
o

ま
f
、
pk
付、

VJ4作
の
使
川
い
間
以
バ
ハ
の
叶
円
を
受
け
た
省
は
当
必
使
用
日
仏
日
仰
の
ん
に
め
の
行
為
を

uuirr仁
h
7
h

一／ぐ
l
v

で
き
る
か
、

そ
刀
法
作
的
判
格
は
公
件
、
f
け
も
の
で
あ
り
、

川
込
づ
け
当
事
者
仰
の
私
小
山

t
日f
口市列
l

一
ば
凱
f

し
肖
な
え
Bf
か
あ
る
n

行
政
財
停
の
使
用
収
μ
品
川
の
一
司
可
ピ
よ
る
場
ん
じ
と
私
法
契
約
に
よ
る
場
合
ζ

の
法
伊
効
来
日
大
昔
、
な
作
子
J
中
一
述
、
れ
ば
次
の

し｛一お
hり
）

LJVの
7
G
C

｛ノ

生
叫
可
に
よ
る
場
ム
口
U
柏
ん
川
刷
収
討
で
き
る
技
能
は
八
刀
法
」
の
権
利
で
あ
る
か
ら
、
民
法
ー
一
心
地
ー
催
、
賃
借
FM池
斗

J
U
よ
う
に

物
梧
え
は
続
い
桜
と
し
こ
の
約
一
勾
を
も
つ
も
の

C
は
立
い

り，，，
官 l

供
用
μ
一
司
れ
い
り
取
消
処
分
を
し
た
場
合
む
円
台
古
の
明
沌
［
な
い
し
！
V
川
唱
さ
請
求
は
、

J
十

ム

ノ

い

唱

え

う

伎

ご

Q

V

h

J

J

t

、

グム
z

、JJ
一一叫
J
d
士
q
t
i
o
7
i
よ刀

ぷ
の
実
支
に
お
い
と
弘
♂
上
の
立
川
町
民
仏
、

使
用
件
円
km

の
終
了
に
よ
る
返
還
芯
ボ
と
只
と
る
L
y
h

」F
つ
が
は
い
と
し
亡
、
げ
退

き
の
強
制
は
相
「
方
に
対
し
て
訴
一
ペ
ム
セ
必
起
し
、
そ
の
体
主
判
決
に
基
づ
〈
強
制
執
行
に
よ
る
守
、
見
事
執
行
法
上
心
強

制
的
実
札
の
方
法
に
山
山
る
べ
き
も
の
で
あ
る
と
い
う
趣
旨
の
判
例
が
あ
る
（
附
利
目
。
年
リ
月
μ
ヨ
人
以
高
裁
決
ぷ
）
し

左
叫
可
に
よ
る
判
明
ム
ロ
は
、
借
地
法
、
仙
家
法
の
適
応
！
は
除
外
さ
れ
て
い
る

一
、
皆
川
h
取
）
か
ら
、
地
上
権
、
賃
借
憾
の
き
J

に、

:u: 
話
仙
人
の
ん
＼
は
め
り
に
伯
池
法
、

仙
家
法
に
よ
る
ω州
議
が
当
扶
じ
ゴ
マ
ル
ら
れ
な
い
ラ
し
ん
ロ
ソ
》
て
、

建
物
四
一
一
取
訂
求
権
又
は
治
作
川
民

れ
札
一
市
求
権
ー
と
一
発
生
ん
子
、
事
情
変
州
立
守
に
も
す
匂
使
一
同
判
の
減
料
開
請
求
権
も
な
い
。

lノ、l

JJ
可
に
よ
る
使
用
状
ヰ
り
…
川
河
内
は
、
J

叶
品
川
に
当
た
っ
て
明
不
3
れ
た
行
ん
向
だ
け
引
品
川
、
前
科
法
契
約
の
場
合
の
よ
ミ
に
：
一

。
年
え
は
一

C
午、
ζ

長
期
間
に
わ
た
り
民
問
没
さ
れ
る
こ
」
は
な
く
、
ま
U
J

決
定
更
新
も
な
い
ハ

生
叫
可
に
よ
る
涜
用
収
拾
は
公
法
一
心
権

ηい
で
為
る
か
ら
、
叶
I
該
地
刑
判
門
前
ぷ
濯
の
時
効
は

1
1

匂

ip作一庄一
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r日

の
池
田
が
あ
る
も
の
と
制
附
さ
れ
て
い
る
こ

l、， L 

ー
川
町
に
よ
る
使
い
い
川
J
q併
の
伎
町
料
の
液
状
え
一
強
制
す
る
場
ム
円
に
は
、

の
よ
う
な
特

国
一
刊
の
油
精
処
分

（
同
税
彼
仏
法
）

J、
円問

日；1

f
L

、戸
J

ふ、
h
J
J
J
h
L

、

L
f
L
 

民
事
は
y
h
c
J、
の
手
続
に
よ
ヘ
ノ
な
げ
れ
ば
主
ら
な
い

川
一
一
ト
を
民
ず
る
に
、
行
政
政
広
り
ィ
ォ
的
外
淀
川
市
心
許
可
は
、
ノ
仁
政
防
長
心
料
れ
的
で
一
時
的
な
使
用
に
つ
い
て
の
み
山
泌
氏
ら
れ
る
も

の
で
7

め
っ
て
、
土
川
可
が
d

め
れ
ば
行
設
対
佳
を
迎
法
に
使
用
で
き
る
と
は
い

zru、
そ
の
性
絡
は
サ
等
な
当
乍
持
慌
の
ぷ
法
L

一
心
権
利

関
係
と
は
青
し
く
訴
は
る
＝
こ
む
こ
J
を
ま
ず
銘
記

f
ゐ
必
裂
が
ム
め
る
ー

そ
し
て
、
そ
心
伐
の
出
げ
は
L
に
お
い
て
も
、
こ
の
よ
う
立
原
則
会
止
・
例
外
許
可
の
ル
ー
ル
に
変
申
ん
は
な
か
っ
た

つ
ま
り

に
わ
た
る
法
改
わ
た
り
結
果
、

凶ム
U
別
産
、
一
広
一
八
条
二
川
ハ
お
E
び
地
i

刀
自
治
法

工芦
（ζ 

い
ず
れ
も
行
政
制
限
で
為
る

八
た
の
也
前

上
地
（
り
品
片
付
け
二
u
h
d
j

一号）

や
行
政
叶
一
生
で
あ
る
ト
地
へ
の
地
i
格
ま
た
は
地
役
憶
の
設
定
へ
4
4
J
E
公
立
り
ほ
か
、
行
企
J

等

の
有
効
川
市
ど
リ
的
と
し
ー
に
三
き
7

、ベ

i
ス
〈
U
貸
付
り
JY
認
め
る
も
の
と
と
っ
た

（
凶
号
）
が
、
ヲ
J

の
範
囲
は
総
り
〕
J
I
L

段
主
的
で
あ
り
、

ti ＇，）.ノ

｛ナな
:1 < 
士、

一六 ， 

；ま J!R 
想it
ι 雫
c, rt 
て所
の
伝↑A
レ21与
）を
1J 

る

じっ

IJ: 

つ

lふ

（
凹
口
勺
も
、
組
人
今
口
事
務
所
乙
）
て
の
活
問
；
乞
目
下
附
乙
し
た

」
の
」
こ
す
糸
L
ぶ
れ
て
は
な
る
ま
い
し

組
ふ
円
事
p
功
一
附
の
供
に
j

に
み
ノ
る
片
人
一
九
J

と
現
実
と
の
正
維

m
固
有
財
産
ぞ
あ
る
行
政
財
産
の
ヨ
的
外
使
用
許
可
と
蔵
管
一
号

「ト一有川町一並

η
信
却
を
刷
4

当
す
る
蓄
に
と
ゥ
て
、
ベ
イ
ブ
ル
ζ

も
い
、
J

子
～
川
肘
又
は
川
M
V
M
ざ
恒
る
場
ム
口
U
以
後
い
の
は
品
準
に
つ
レ
て

月
仁
円
九
成
否
J

第

。
干
の
発
中
山
以
来

（
日
山
花
一
一
守

仁
川
刊
に
及 度

l取人法》l自2r: 2"; 24 i:2υ12，日、
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ぶ
改
正
を
主
ね
た
こ
の
通
知
は
、
現
在
、
行
政
財
＃
の
戸
的
外
使
川
山
花
可
に
つ
い
て
次
の

J
う
L
と
め
て
い
ゐ

笛
伸
一
ニ
M

即

使
毘
許
可

議

使
用
許
可
が
で
き
る
場
合

の
用
人
詩
人
は
弓
寸
的
な
妨
げ
広
い
限
皮
」
に
お
い
て
少
な
（
に
も
使
用
計
f

り
で
き
る
場
伐
を
判
明
刑
法
的
に
一
介
ヒ
ば
、
別
添
1

の
1

ど
お
h
じりで
i

ゅのヲゐ
c

別
添
1

使
用
許
可
が
で
き
る
場
合

第
ー

制
断
基
準

々
什
省
各
4

の
口
氏
は
、
行
政
財
注
の

1
用
途
え
は
口
門
的
を
妨
げ
た
い
収
岐
に
お
い
と
使
用
バ
可
を
す
る
一
一
と
が
で
き
ゐ

－
凶
ハ
有
財
説
法
第
一
へ
粂
第
i

ハ店ハ）「
V

用
途
又
は
円
的
ピ
妨
げ
な
い
政
改
」
と
は
、
以
ド
の
い
ず
れ
に
も
該
中
」
し
と
い
ζ

L
f
J
E
拘
す

凶
の
弔
説
、
？
寸
4ZTん
の
遂
行
ピ
支
障
の
／
じ
る
お
そ
れ
ぷ
ず
し
め
る
こ
こ

ワ, 

ノ
「
政
叫
町
一
斗
の
特
迷
卜
ぇ
障
が
中
じ
る
お
い
七
れ
が
あ
る
守
｝
／
一

行
政
財
が
の
公
共
判
、
仇
パ
山
川
性
に
以
す
る
以
下
m

…V4刊（

公
苧
｛
H
h
N
W
に
反

L
、
社
会
一
旦
念
上
f

小
錦
当
と
あ
る
も
｝
／
一

1.2: 

特
定
の
前
八
、
同
体
、
合
及
川
山
一
一
位
引
を
行
政
の
中

v
性
J
V
－
山
山
冷
し
て
ム
文
伐
ず
る
こ
と
と
な
る
J
と

暴
川
汁
法
第

条
爺
ー
マ
仁
規
山
L
f
る
暴
力
置
の
主
務
所
そ
の
也
こ
れ
に
践
す
る
も
の
の
用
に
位
、

L
ょ
う
と
さ
守
」

1！メ人民半、 G2 I j 2引 2に（2C'.2.S] 



r日J、
円問

第

）レ

1,4 

ー
し
う
ま
ト
、

で一

n
b！

f
f

公
訴
性
を
組
な
う
お
そ
れ
が
あ
る
』

γ二

使
い
同
双
山
川
に
よ
り
公
日
八
刊
、

4 

そ
の
他
行
政
財
庄
の
い
い
川
沿
え
は
は
的
を
妨
げ

,' 

具
体
的
事
例

i
記
銘
ー
の
範
匹
九
で
、
使
用
日
勺
が
で
き
る
場
合
を
類
型
的

τ
の
こ
お
り
n

判
（
む
宇
務
、
み
下
器
不
の
遂
行

γ
て
の
必
要
件
が
認
ゐ
ら
れ
る
場
介

内
港
に
一
品
、

UAU給
泊
施
設
、

航
れ
ア
機
給
油
ア
し
没
、
派
寄
タ
ー
ミ
ナ
ル
ピ
ル
斗

J
F
R心
施
設
の
機
能
又
は
効
川
土
光

拝
す
る
す
た
め
必
安
）

ヲl

気
象
情
報
む
提
供
を
’
打
う
た
め
心
事
符
」
一
L
3
「
凶
の
捻
策
む
昨
夜
、
，
d
伝
斗
よ
か
一
行
う
た
め
直
要
）

'31 

行
川
施
設
に
お
け
る
川
務
作
夫
！
の
円
出
白
川
浩
子
の
た
め
の
施
設

'11 

各
小
什
庁
（
り
ヂ
包
弘
J

～
円
台
け
る
法
ん
ど
へ
の
印
刷
、

裁
判
所
に
お
け
る
山
批
判
記
録
の
謄
写
を
行
、
つ
事
故
町
一
三
ザ
マ
（
凹
の
事

務
を
凶
川
い
川
外
の
苦
い
行
わ
せ
る
場
企
生
J

に
お
い
て
、
機
所
の
保
持
及
び
！
一
桜
能
認
の
川
上
JE図
ゐ
た
め
必
中
久
）

c 

'"' 

阜
肉
総
点
一
一
坊
に
お
円
る
自
動
且
笠
録
号
uhd
標
の
父
円
等
の
代
行
、
各
省
月
勺
A
v
f

託
を
受
け
仏
ん
は
紙
の
漏
伎
を
行
ニ
J

事
務
官
等

（
尽
の
事
務
、
主
ぷ
を
回
以
内
の
省
に
代
行
止
は
委
託
し
十
一
場
合
に
お
い
て
、
三
、
の
円
滑
な
述
，
U

を
似
る

た
め
必
要

16' 

ぽ
v一
公
選
一
け
叩
河
川
市
の
た
め
の
完
店
、

宿
泊
脆
説
、
駐
半
場
等

1/: 

当
渋
川
町
長
の
符
球
ト
及
び
抱
月
住
民
対
y
永
ト
の
判
一
」
n凶
か
ら
の
ノ
小
H
u
共
用
飛
ノ
れ
ぬ
、
自
衛
隊
心
施
設
、
円
札
供
財
産
投
び

Z
I
－
の
川
川
一
対
応
U
柏
ん
川
忠
f

l取人法》l自2,, 2ら； 26 [2υ12，日、
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〉

ゴ
点
施
設
の
利
山
が
行
政
財
栓
の
公
共
刊
、

ゐ
純
一
閃
ソ
へ
は
限
定
的
な
た
め

公↑
5
1
性、

ロ？
V
件
に
反
F
ず、

ザ
」
よ
ヌ
障
が
生
じ
白
い
均
台

ー
間
前
九
百

研
究
公
子
の
た
め
使
用

1.2: 

引
市
場
と
し
て
伐
川
刷

'"' 
グ
ラ
ン
ド
守
を
野
一
不
十
八
会
等
で
決
用

i4、

朕
－
山
口
ウ
半
J

の
た
upu
崎
市

し
古
ア
弔
の
資
材
回
目
立
f
と
し
て
使
用

'13' 

店
街
禄
の
一
決
れ
ぬ
や
消
習
場
を
小
日
本
グ
ラ
｛
ダ

1
ケ
一
ヴ
／
ゃ
れ
川
ベ
ボ

1
4
ス
力
ゥ
、
日
本
述
昨
日
ャ

ヨ

公
共
的
寸
人
人
い
い
公
パ
川
的
位
以
地
ー
か
ら
当
該
約
一
誌
の
利
川
川
、
心
安
不
可
欠
な
場
合

'II 

災
当
行
十
り
｛
い
リ
当
E
P見
放
1／
7

レ
マ
、
使
用

Jワ）

電
気
、
水
道
、
ガ
ァ
、
の
施
設
の
九
以
内
科
j
J

l当l

肘
い
山
川
勺
機
の
設
亙
斗
J

一
公
的
な
施
没
の
た
め
の
倖
少
な
自
信
一
の
使
用
）

4 

二
品
施
設
の
利
い
い
川
が
行
政
府
十
す
の
公
共
同
、

公
訴
性
、

当

υ川
刊
に
反
ル
リ
ず
、
引
か
い
会
的
止
は
ω
炉
一
治
的
な
見
地
か
ら
妥
耐

な
場
合体

沖
j

円
述
帰
や
円
台
特
詑
を
扱
う
ね
一
昨
川
移
転
当
の
た
め
の
同
の
試
飲
研
究
地
訟
の
伎
町

,z, 

鉄
市
一
の
引
込
線
、
進
人
路
、
行
ー
ぶ
り
引
；
い
え
の
設
置
等

i
旭
川
用
や
業
務
の
遂
行
等
が
混
雑
J

百

以
門
店
、
来
り
者
士
山
ん
ら
施
設
の
利
ぃ
泊
者
世
J

の
利
便
に
資
す
る
場
合

業
務
淫

使
:IJ 

1！メ人民半、 G2 11 '71 27 (2C'.2. S] 



r日J、
円問

公
jE
一
、
売
h
、
理
目
安
中
川
、
保
育
所
、
現
金
向
動
及
払
機
、
一
巾
紙
売
り
さ
ば
き
所
、
い
す
内
航
登
場
に
お
け
る
都
道
？
十
原

沿
事
務
所
、

施
設
公
開
時
の
サ
1

t

ス
抗
供
施
設
守

一
戦
買
の
た
め
一
の
一
福
利
凶
小
川
i

泊
引
は
や
米
？
J

リ
釘
与
の
た
め
の
利
便
υ

一

ロ又
C〕

ま
ペ
ャ
れ
h
，
に
限
ら
ず
、
一
「
の
川
刑
事
止
又
は
斗
伐
を
妨
げ
な
川
限
度
」
に
お
い
と
、
使
用
計
り
を
す
る
、
」
こ
が
で
き
る
n

ほ
お
、
使
出
許
可
ず
る
ド
ヤ
l

」
？
と
ど
は
、
必
安
最
小
浪
度
に
と
2
め
、
か
つ
、
城
状
の
ま
主
ヤ
～
用
収
益
さ
t
る
こ
と
と
し
、

将
来
何
万
必
叫
に
応
じ
て
そ
の
使
用
収
必
を
終
了
さ
せ
た
場
ム
ロ
に
、

平
易
に
原
状
M
門
復
か
で
き
る
状
践
に
お
く
こ
と
を
原
則
う
L

ふ
吋
ヲ
）
ん

Q
F

貸
付
行
川
d

コ
て
も
、
長
期
安
定
的
な
伎
川
JT
認
め
る
必
安
hdmz
い
と
さ
え
ら
れ
ア
一
も
の
や
針
山
刊
行
に

日
似
る
ん
賀
川
市
が
収
入
を
ト
阿
る
と
さ
、
子
り
れ
る
む
の
に
つ
い
て
は
、
前
川
別
使
用
計
川
河
二
7
0
る
’
ち
り
と
す
る
c

第

相
手
方
の
選
定

1
h
明
性
、
公
有
問
を
確
保
オ
る
と
と
も
に
、
資
力
、
伊
川
、
校
長
等
を
f

l

分
間
脊
し
ん
」
上
で
、
公
母
に
な
1

｝
主
位
い
〉
判
断

さ
れ
ゐ
場
〈
H

を
除
き
、
戸
川
A

川っかによ
h
L日
間
り
心
ト
ー
る
も
の
と
す
る
v

公
是
正
な
と
ま
な
い
ζ

判
断
さ
れ
る
場
合
主
的
不
す
れ
ば
、
山
川
添
っ
】
の
ー
よ
ね
り
と
あ
る
。

間
配
添
？

公
募
に
主
じ
ま
主
い
と
判
断
さ
れ
る
場
合

使
用
J
J
可
の
有
J
b為
る
い
は
礼
的
等
か
ら
初
予
寸
が
お
ρ
し
さ
れ
る
場
れ

目
常
任
ゆ
的
事
例

l取人法》l自2('. 28; 28 [2υ12.日、
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第第
四

地
！
々
公
共
団
体
の
h
r
u
U
M寸
（
市
民
汁
；
ピ
ス
七
〆
タ
v

、
民
ー
税
務
バ
レ
ハ
］
、
自
動
古
川
切
手
務
所
、
同
社
自
動
古
川
明
日
ピ
川
、

U
F

ハ
止
さ
を
f
－
枚
分
教
室
）

J
k
l

）
て
使
山
内

1,2' 

出
切
局
、
筒
話
先
句
、
山
局
、
印
紙
完
り
さ
ば
き
引
を
淫
パ
「
T
Cぜ
る
、
」
）
が
必
安
r
一一訟いり
J

れ
る
場
合
の
使
用

1:>: 

州
出

υ
行
政
法
人
の
事
務
ヰ
f

等

〆
タ

i
、
印
前
府
政
相
刊
行
物
七
〆
夕
、
高
齢
？
障
存
者
一
房
一
川
之
校

際
情
、
町
民
μ
刊
詳
慨
凶
川
社
長
投
機
構
、
仁
業
所
／
什
催
日
限
・
研
終
日
い
じ
い
」
し
て
使
川
明

'' 
一
市
引
い
げ
川
事
業
の
川
円
滑
い
な
実
絡
む
た
め
、
コ
η
家
公
務
長
μ
ハ
治
組
合
法
～
杷
布
一
一
一
可
法
作
第
二
一
八
μ
勺
）

の
山
胤
定
に

基
づ
き
出
翠
公
務
只
土
三
川
下
組
ん
n
に
濯
、
宵
さ
せ
る
一
一
と
か
必
民
と
一
北
仇

u
r福
利
厚
ペ
ロ
拡
設
と
し
て
使
用

決
泊
敷
地
と
し
こ
熊
川
市

＇（】l

市
柱
、
信
号
機

出
火
ハ
れ
等
敷
地
と
し
て
伎
市

供一J
半
場
、

3
H
斗
区
切
拡
J
L
Y

し
t

守
主
H

コ
汀
イ
？

つ
ム」

高
ぽ
（
U
桜
笥
似
持
を
中
久
す
る
施
設

火
事
に
よ
け
相
手
上
刀
校
選
定
ず
る
こ
と
か
不
必
主
コ
な
場
合

0 

緊
念
に
使
用
一
以
誌
の
一
副
川
f
乏
し
な
け
れ
ば
な
、
つ
な
い
お
い
殊
作
品
事
怖
が
あ
る
は
岬
合

手
続
等

使
円
－

A
刊
を
受
け
も
D
h

っ
こ
す
る
者
に
は
、
別
紙
川
R
M
e
山
刊

～
久
円
J

V

、

f

目
、

f
e

す
る
と
と
も
に

使
用
許
川
す
る
に
、

た
っ
て
は
、
必
要
な
条
れ
な
吋
ず
る
も
の
乙

γ
る。

~i'l 

使
用
許
可
期
間
及
び
使
用
許
可
の
更
新

常
市
存
可
昨
山
間
以

一
今
川
以
内
vと
す
る
一
た
に
し
、
法
体
一
八
条
争
二
一
刻
徐
行
μ与
の
規
え
に
基
っ
き
地

1！メ人民半、 G2 11 281 29 (2C'.2. S] 



r日

の
限
り
で
は
な
い
っ

4
乙
が
で
き
る
場
合
に
つ
い
て
は
一
一
り
qi

の
足
立
に
基
づ
く
2λ
治
他
用
で
あ
る
場
〈
Y
H
J
ど
除
く
r

二
法
令

っ
く
h

信
使
用
で
J

め
司
令
坊
合
に
つ
い
て
は
I

日
刊
こ
す
る
こ
と
が
で
き
る
ほ
か
、
使
い
い
［
川
許
叫
叩
川
明
？
？
一
午
以
内
と

F
司
令
、
」
こ
が

告
し
く
実
情
に
そ
／
？
わ
い
勾
い
場
九
「
は

法
第
条
又
は
仙
の
法
仰
の
定
め
る
期
間
刊
に
お
い
て

Z
一
、
の
必
す
、
の
山
恒
反
に
泌

J、
円問

ー
て
’
t
u
m
る
も
の
と
す
る
。

使
用
庁
一
円
は
必
市
民
に
川
じ
で
更
新
す
る
戸
」
ζ

が
と
き
る
が

上
記
第
二
に
規
定
T
J
る

公
募
に
は
じ
ま
な
い
一
川
断
手
れ

2 

以
外
の
品
川
内
川
計
ペ
ー
に
つ
い
て
は
、
使
用
計
ペ
リ

ι絵
師
同
か
ら
立
午
を
超
え
て
更
新
を
行
う
こ
と
は
で
き
な
い
c

る叩勾ム円

？

？

一

｝

J
u
f
 

し

レ
こ
と
に
よ
り
泊
の
宇
務
、
ぶ
業
の
川
円
引
な
巡
行
に
者
し
い
唱
え
陪
士
及
は
す
J

こ
と
と
は
る
場
合
は
、
こ

た
し
か
川
、
十
円
の
別
γ
以
i
・
治
2
に
不
さ
れ
た
依
田
川
一
訂
可
の
共
体
的
事
例
は
、
あ
く
ま
て
も
使
用
庁
可
が
で
き
る
%
台
を
類
型
的

に
判
不
」
し
た
？
L
（り

こ下、コ一一口叉ゐ寸ノ
p
j
、

、j
J－
u
ー
レ
プ

ツ｝叶口、
f
」

）

1
3
〈し一

使
用
託
叫
を
す
る
こ

ヌ
の
川
市
内
地
pυ
八
は
け
的
中
〈
妨
げ
白
い

と」
J
E
認
め
つ
れ
て
い
る
c

組
合
事
務
所
を
片
付
的
宅
例
の

5
に
向
日
当
り
れ
た
職
員
の
た
め
の
お
刊
以
止
施
設
」
頒
似
の
ぬ
ル
以
上
Y

2

4

る
こ
と
も
不
可
阪
で
は
な
い
っ

引
い
問
者
が
組
含
討
に
限
定
さ
れ
る
初
会
期
1
6

務
所
有
」
、
職
員
が
位
一
じ
く
れ
出
品
2
0伯
利
厚
』
施
設

手一－一、

手、
l
h
J

／
）
パ
ラ
レ
パ
に
者
d

え
Q
h

一
一
片
山
は
、

や
；主

ま
三
、
仮
に
は
的
外
伸
一
月
の
前
川
そ
れ
山
体
は
、
白
地
よ
く
得
口
、
れ
た
と

L
て
点
、
許
川
期
閣
の
上
限
は
、
夏
川
判
期
出
刊
を
八
日
め

4
年

／
）
な
る

立川町内～。

h
b
台
事
務
J

刷、
ζ
L
E
の
使
用
船
、

z
の
例
外
と
し
7
、
認
め
ら
れ
る
一
公
募
に
な
じ
ま
ム
ぽ
い
と
時
断
さ
れ
γ
Q
場
ム
rB

つ
共
体
的
事
例
と
？
て
そ
こ
に
例
不
し
さ
れ
た
ね
刊
厚
生
施
設
を
記
台
事
務
所
こ
一
刊
現
明
き
な

ρ
こ
と
に
つ
い
て
は
、
前
述
の
と
お
h
＼

お
よ
び
五
年
を
起
え
る
一
更
新
士
一
志
め
な
L
ご
と
に
よ
り
出
の
長
務
、
事
業
心
円
品
目
1

川
遂
行
に
若
し
レ
ょ
っ
J

窓
h
V
M
札
ほ
「
こ
と
し
」
な
る
場

l取人法》l自2 （：初； (j() [2υ12.日、
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人
ど
の
い
ず
れ
に
4
y談山「
7

に
？
い
以
上
、
午
、
、
ノ
解
さ
ざ
る
を
得
な
い
じ

こ
こ
で
も
ま
亡
、
議
管
号
は
、
新
九
戸
市
下
総
所
、
r

「
ν
て
の
行
政
財
溢
の
依
氏
、

1訴
し
く
脳
出
世
ん
に
す
る
の
ず
あ
る
。

他
方
、
川
崎
包

日
は
、
以
下
に
み
る
ホ
う
に
、
行
政
川
町
、
坪
の
は
け
的
外
使
用
に
当
ん
に
つ
し
』
悦
以

5
れ
る
使
用
料
に
つ

L
て
ー
へ
減
丸
山
村

E
J／
ι高
じ
る
こ

2
の
で
さ
る
場
台
ル
二
以
水
市
民
ハ
？
で
の
旭
日
受
人
勾
J
d
青
に

w

一ζ
ト
υ
C
き
な
い
事
山
刊
に
よ
り
被
害
を
再
し
ゃ
ん
け
に
場

ム
ロ
一
こ
慣
れ

J
t
T
U
f
f
L

、｝O

I

L

I

－

－

i
d

白

1

1

一九
H
J寸
科
」
十
i

（

112内
ー
～
い
h

つ

に
は
伎
川
刑
判
」
／
一
台
心
一
口

時
弔
問
川
底

貸
付
料
等

第
四

貸
付
料
一
等
の
減
免
措
芦

佼
吊
収
弘
中
心
財
向
が
、

M
何
本
工
口
そ
心
他
出
守
宅
証
人
吉
の
台
（

L
帰
「
る
、
」
と
が
で
き
仕
い
事
由
、
L
I
r
v
被
害
を
三
行
に
湯
舟
に

は
、
次
い
よ
り
処
押
す
る
こ
と
が
で
き
る
乙

'U 

冠
水
半
、
（
り
に
め
到
志
向
川
市
不
川
院
と
認
め
、
り
れ
る
期
間
が
牛
味
。
丈
一
場
介
に
は
、
当
該
刻
問
を
川
町
片
付
パ
が
htfd
幹
定
期
間
い
九
八
己
め

k
u
い
」
と
が
で
き
る

／つl、“l

い
阪
平
に
よ
り
一
部
滅
失
又
は
さ
川
相
し
た
場
合
い
は
、
出
一
談
滅
失
又
は
さ
相
J

た
部
合
（
以

f
「
山
間
主
最
こ
い
つ
ν

ι川
じ
、
原
状
回
復
f
る
ま
と
の
判
貸
付
料
与
を
減
免
ず
る
こ
／
一
が
で
き
る
ラ

な
お
、
相
筈
λ

中
山
J

箆
だ
に
、
亡
ヮ
て
は
、
旧
制
千
万
か
ら
の
事
情
聡
取
、
現
忠
誠
ヘ
A
を
行
う
等
、
長
怖
を
分
間
的
」
寸
J

る
こ

一U

i3、

以
上
の
行
消
ば
、

問
山
則
／
7
Lて
和
子
h
心
巾
請
に
茶
っ
き
r
七
つ
J

凸
の
こ
し
、

リ
の
不
持
人
間
内
又
は
JU
の
沼
士
ハ
苧
の
憤
’
t

十恒

TI刀
か
ら
被
告
状
況
が
判
軒
町
ヲ
る
資
料
等
を
提
出
、
子
吠

r人
は
g
m
K
に
U
じ
C
石
川
地
新
在
士
行
F
7
等
長

一
円
三
つ
戸
、
J
c

t
、
7

i

v

L

旬、ー
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r日

怖
を
踏
ま
え
、
侭
乏
に
処
坦
ず
る
も
の
と
す
る
r

, ,1: 

け
え
は
必
の
山
町
置
を
講
ず
る
場
甘
に
お
い
ヘ

被
山
デ
什
尚
以
伎
の
叩
川
胡
に
係
r日
伴
、
山
判
叫
す
が
既
に
約
制
済
で
あ
る
と
戸
は
、

J、
円問

以
降
の
支
払
別
に
お
い
て
在
市
え
は
還
付
す
る
ち
り
と
す
る
わ

新
聞
記
若
宮

Z
dに
つ
い
て
、

γ
灯
時
浅
間
抑
H
h
が
認
め
り
れ
る
の
は
、
1

川
の
『
d務
、
豆
一
誌
の
潜
行
の
た
め
、
凹
が
当
該
均
設
な
侃
供

ず
る
J
の
で
あ
る
戸
一
乙
か
ら
、
こ
れ
が
わ
政
肘
詳
の
司
ー
的
外
使
り
に
は
該
当
し
な
い
と
解
さ
れ
て
い
る
こ
1

｝に
J
る
の
ご
わ
っ
て
、

「
日
の
肘
詮
は
、
法
律
に
茶
〈
ぬ
ふ
口
を
除
く
外
、
ご
れ
え
一
父
同
rl
〆
そ
の
他
支
払
手
段
子
〆
て
使
川
し
、
え
は
池
止
な
刈
仙
仕
く
し
て
こ

れ
を
設
校
し
若
し
く
は
J
Q
L
q円
て
は
ぽ
ら
も
？
と
と
定
め
る

ι／
政
法
九
条

尽
の
必
旨
か
ら
い

J
E
4
ス
ヨ
的
外
渋
川
市
に
該
中
ず
る

問
山
り
、
一
泊
止
な
対
似
E
J
L
ブ
｛
、
の
使
用
料
の
能
以
は
ψ
i
然
に
必
変
に

レ悦に中
I
口
川
の
裁
量
に
よ
る
行
政
財
長
の
川
償
洪
九
J

や
使
用
料
の
減
印
私

ぷ
似
品
取
慢
羽
）
が
刊
誌
必
ら
、
れ
る
と
し
て
も

も
と
よ
い
γF
午、三｛れ

は
沼
恒
界
が
丸
山
る

以
戸
川
人
以
注
し
て
、
蔵
特
一
円
日
う
が
主
ハ
仕
事
項
一
と
L
て
、
次
の
よ
う
に

く
い
る
、
、
と
も
一
本
UFJ
に
な
ろ
う
っ

品
売
一
川
即

共
通
事
項

第

使
用
収
益
と
み
立
さ
立
い
場
合

次
の
い
沼
市
況
は
、
国
の
豆
一
務
、
事
長
の
、
法
行
の
た
め
、
囚
が
ψ

勺
九
施
没
十
一
川
町
供
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
一
、
こ

に
お
け
る

柏山い山川収
I
U
と
は
み
な
さ
な
い
こ
L
Y

が
で
き
る
c

ト
ド
本
銀
p
打
同
店
ふ
一
山
川
被
川
崎
紅
一
同
和
A

二
刊
人
蔵
省
令
JA
市
九
今
一
け
す
一
第

ん
之
の

に
叫
り
に
ト
ニ
今
戸
れ
本
銀
行
代
浅
い
市
の
ぞ
ー
の

l取人法》l自2le 'lZ; (Q [2υ12.日、
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の
百
品
川
j

一

日

一
子
一
江
、
二
代
坦
出
品
川
務
に
必
要
な
和
国
に
限
る
二

フ

新
聞
記
有
山
h

「ラ,, 

司
法
行
持
に
お
け
る
弁
議
上
等
の
れ
い
じ
臼
又
は
泡
方
筈
察
杭
門
出
心
持
山
h

4 

お
け
る
忠
者
ヘ
け
給
食
、

平
洋
泌
ョ
一
八
心
提
供
勾

J
Rが
行
う

tJC業
識
を

E
以
引
の
者
に
委
託
）
に
場
合
当
i

九
お
ド

亡
、
平
一
れ
ら
の
業
務
を
行
う
た
め
必
民
な
厨
一
号
施
設
、
寝
円
パ
治
組
施
法
等
工
戸
一
し
、
h

山
人
前
半
円
等
に
当
技
施
設
を
提
供
す
る

い
一
と
が
明
記
さ
れ
て
い
司
る
場
ム
ヨ
ト
出
る
c
）

c 
・' 
病
院
経
リ
ザ
内
の
委
託
U
J
う
に
凶
の
事
務
、
事
業
心
部
を
間
以
外
心
有
に
委
託
し
心
川
崎
介
に
お
い
て
、
？
と
れ
ら

u
ホ
務
、

事
去
と
わ
ろ
た
め
必
安
た
uu
刊誌

国
の
υ
枯
設
を
供
用

ο
t
A官
、
し
し
が
契
約
再
に
明
記
夫
れ
て
お
り
、

f

た
だ
し
、

し？コ、

業
務
以
外
L

悶
れ
い
り
拾
設
セ
伎
市
し
な
い
場
合
に
限
る

。
昌司
M
師
、
警
備
、
還
、
い
心
境
4

り
役
訟
を
凶
円
以
列
心
主
円
受
託
し
た
均
台
に
お
い
て
、
ぞ
れ
つ
の
役
務
の
提
供
に
必
安
広
施
設

L
r
U
「｛ザ

当
該
役
務
の
提
供
山
必
裂
な
施
設
J

な
れ
メ
訂
者

γ円μ
い
て
提
供
す
る
こ
と
が
程
7
れ
と
し
て

般
化
し
て
お
り
か

つ
、
山
川
人
約
止
？
に
施
設
を
ほ
供
ず
る
ミ
ζ

が
明
記
さ
れ
て
し
る
場
企
円
に
限
る
一
）

世帯

使
用
収
益
さ
せ
る
場
合
の
留
意
事
項

2 

4

償
J
v
へ
は
減
額
に
よ

h
使
用
以
パ
さ
せ
る
に
斗
て

J
Lは
、
日
償
J
v
へ
は
減
ι
制
使
い
同
一
の
投
拠
と
な
る
汁
広
中
？
の
J

趣
旨
に
出
ー
ら

L

て、

h

従
ィ
ν
へ
は
減
制
使
い
同
の
必
裟
性
を
分
検
討
す
る
こ
と
と
」
1
J

る。

杭
え
ば
、
限
利
同
庁
キ
平
業
の
＋
玉
、
施
1
口
約
で
あ
る
こ
と
の
み
か

E
J
て
、
淫
－
本
公
務
又
共
首
相
ら
r
に
一
一
償
使
用
こ
す
る
の
で

は
ぼ
く
、
有
償
に
点
る
伐
川
市
村
代
p

ハ
川
に
ふ
り
、
そ
－
4
司
的
を
速
す
る
こ
、
と
か
ゲ
よ
L

引
い
か
の
一
検
討
が
不
可
欠
で
d

め
る
。

ド三え
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2 

公
有
財
産
で
あ
る
待
政
財
産
の
目
的
外
使
用
許
可
と
条
例
・
規
則

r日

治
方
公
共
川
休
心
場
合
、
戸
川
一
hu山
町
廷
で
あ
ら
わ
政
肘
パ
ザ
の
日
的
外
使
尽
に
つ
い
て
は
、
使
い
い
月
前
川
に
附
ず
る
剣
士
～
が
治
方
公
刊
行
八
川
体

J、
円問

の
長
三
あ
る
作
ル
ド
や
け
長
む
た
め
司
令
規
則
（

FJ
時
小
規
則
）

い
わ
ゆ
る
使
凶
利
条
例
）
ピ

に

E
か
れ

使
用
料
に
閑
ず
る
見
定
は
条
約

校
門
ら
れ
る
の
が
通
例
と
は
る
n

条
恢

γ
規
則
の
あ
り
方
「
戸
、
は
選
和
此
し
も
あ
る
も
の
の
、
こ
の
よ
h
に
使
用
料
に
つ
い
亡
の
、
九
条
い
絞
り
定
め
る
と
こ
ろ
に
な
っ
ト

の
は
、
川
町
一
ヮ
ロ
治
法
が
一
一
j

条
で
普
通
地
日
公
i
八
現
体
は
、
州
市
二
山
一

11
八
条
の
耳
石
川
七
日
一
刀
規
ど
に
よ
る
詐
寸
ケ
一
受
け
て
す
り
わ
ω

行
政
財
況
の
使
用
r
人
以
公
の
旅
設
の
利
用
に
つ
き
定
刑
判
を
山
間
以
ず
る
、
一
と
が
で
、
さ
る
一
と
胤
定
し
た
こ
と
に
よ
る
r

国
有
財
崖
m
v
p内
合
、
組
合
事
務
ば

1r
し
づ
れ
政
引
斥
女
佼
川
刑
す
る
こ
と
中
認
め
、
使
川
川
：
ん
ど
減
免
「
る
三
と
に
は
、
前
述
し
た
よ
う

に
議
啓
二
件
J

「
心
反
日
品
川
て
苦
し
い
区
錐
V
Nい
に
つ
が
、
公
白
羽
ば
に
つ
い
て
は
、
多
ノ
＼
む
地
紋
条
川
内
が

に
必
要
げ
が
あ
る
2
認
め
る

と
き
L

等
H

も
、
行
政
財
丘
、
り
向
的
外
使

mh使
用
不
一
の
減
免
を
認
め
る
も
の
と
な
っ
て
お
り
、
如
引
ム
門
事
務
所
を
そ
り
対
象
に
ん
じ
め
た

と
し
て
も
問
題
が
な
い
よ
う
に
み
、
え
る
ハ

、
〕
か
、
三
ぞ
れ
M
M
あ
く
ま
さ
外
見
上
の
ミ
と
で
あ
コ
て
、
足
立
内
討
を
仔
細
に
倹
討
す
れ
ば
、
川
組
合
白
糸
川
所
の
供

υJを
め
く
る
担
状

に
は
相
問
題
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
c

以
ト
同
京
都
心
側
一
平
も
と
い

れ
を
寸
前
刷
、
〕
て
み
た
い
c

東
京
都
公
有
財
産
規
則
f

昭
和
三
九
年
三
月
一
二
日
規
則
第
九
三
口
市
）

使
用
許
可
の
範
囲

第
二
十
九
条
の
こ

行
政
財
政
は
、
次
の
各
社
心
一
に
議
当
す
る
場
ム
円
は
、
法
第
一

利
一
一
十
八
条
の
川
第
む
引
の
現
定
に
本
っ
き

Jq川出
J

T

A

J

川4L
U
J

る
w

一
と
か
で
き
る

l取人法》l自2 ('. 1'; (>4 [2υ12.日、
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M
J人
は
地
方
公
共
団
体
ゅ
一
の
他
公
大
凶
体
に
お
い
て
、

公
用
p

人
は
公
共
同
m
に
供
す
る
た
め
使
用
「
る
こ
さ
に

J;,; 

訟
の
事
総
園
事
業
え
一
泊
柱
1
1
え
は
代
／
打
す
る
団
体
に
お
い
て
、
し
約
佐
つ
人
は
代
行
L

ヨ
ノ
る
事
務
e

事
朱
の
月
に
供
ず
る
た
め
使
用
す
J

る
／
）
き
ロ

中日

rJR市
ywづいで

方
ス
事
業
そ
の
池
の
公
任
事
業
－
4
別
に
供
す
る
た
め
使
用
さ
i

一ヨ
Y
G
と
き
n

μ当

円
引
け
弓J

及
び
学
生
、
人
児
「
川
市
品
者
等
以
地
設
を
利
用
一
G
J

る
者
の
た
め
、
氏
『
：
売
市
小
川
九
九
七
粁
JHさ
ぜ
る
と
き
n

てre

別
件
接
す
る
l
山ゅの
γ

町
打
者
え
は
使
用
者
が
そ
の
土
地
主
利
用
「
る
た
め
、
使
川
刷
さ
せ
る
こ
と
が
や
む
を
符
な
い
と
一
認
め
ら

れ
マ
ム
ωう
L
1
J

と

－」
ノ、

火
山
口
そ
の
総
緊
急
事
怒
り
発
牛
に
よ
り
応
お
捻
設
と
［
づ
h
u
間
川
町
使
用
公
一
ル
い
る
と
き
v

公
心
学
術
調
査
研
〕
九
、

公
の
捻
策
等
心
苦
及
、
自
伝
そ
の
総
公
共
け
的
む
て
め
に
行
わ
れ
る
議
済
会
、

山
川
究
会
す
の
川
に
日

い
期
間
使
用
さ
せ
る
と
き
v

＂、

川
将
汁
よ
り
ほ
、
川
、
引
は
い
円
必
泌
が
あ
る
と
認
め
る
と
き

込令

「
v
ポ
各
μ
勺
の
ほ
か
、
れ
に
必
仰
天
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
と
き

こ
は
、
お
の
一
お
計
一
了
監
留
守
受
け
な
い
団
体
が
、

的
に
が
の
事
的
・
事
業
を
7

一
休
止
は
代
行
了
る
ぬ
ム
ロ
に
、
そ
の
事
務
‘
事
業
の
凶
に
供
す
る
行
し
め
使
同
さ
せ
る
ζ

言
、
都

に
ノ
川
村
f
る
建
物
又
は
i
作
物
を
築
造
又
は
設
旦
す
る
た
め
ん
川
和
い
L
も
で
っ
と

1
る
醤
に
使
日
々
r
r
、
プ
り
と
き
せ
を
い
う
も
の

で
、
そ
の
処
刈
に
あ
た
っ
で
は
、
怯
重
な
配
意
を
7Yず
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

東
京
都
行
政
財
産
使
原
料
条
例
（
昭
和
三
九
年
一
一
月
一
一

一
日
条
例
第
二
六
号

－
叫
十
九
時
同

1！メ人民半、 G2 I j 3引ろに（2C'.2.S] 



r日J、
円問

（
使
用
料
の
減
免
）

知
事
（
救
司
会
員
会
の
管
法
ず
る
行
政
川
町
洋
に
係
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
教
育
孔
久
員
会
。
以

世
帯
五
也
穴

は
、
次
心
々
什

号
1c1 

，，！え

当
る
J>,; 
~ 

l立

快
尽
料

減
街
ま

：立
免
除
9 

'!Jo 

き
'"' 

を
中
了
人
は
地
方
公
rpL

ハ
同
体
そ
の
池
公
共
団
体
に
お
い
て
、

公
用
ま
た
は
公
共
別
に
供
「
る
た
め
仙
応
用
「
る
と
き
。

主同一

4
℃こ
l
d
r
J

る
？
川
本
こ
b
J
E
、

；
一
I
J
L
y
i
ペl
i

p

－
－
パ

l
l

：
k

郊
の
舟
等
E
H
M
凶
を
受
円
、
出
心
事
務
・
事
業
！
な
始
比
叫
し
、

持
住
ま
た
は
代
／
仁
一
3
0事

務
令
事
業
心
用
に
供
す
る
た
め
い
可
川
す
る
と
き
F

行
政
財
併
の
涜
用
U
許
ォ
古
川
え
け
f

人
者
が
、

仙
川
良
、
水
災
、

火
災
生
J
C
災
存
の
た
除
、
中

y
d
刻一昨
ιhv
使
用
の
口
門
前

ι
P
1
L

難
い
1r
認
め
る
J
宍

前
九
什
す
の
ほ
か

に
必
取
引
J

込
め
る
と
認
め
る
と
き
J

「
リ
北
各
当
の
ほ
か
、
む
に
必
裂
が
あ
る
と
認
め
る
と
き

具
体
的
ぷ
個
々
の
事
実
に
つ
い
亡
、

使
川
市
門
的
吐
ひ

と一山
h

、

※ 

地
hd公
共
同
什
と
〕
て
の
N
P
の
v
場位一
υ
今
、
考
置
い
て
お
に
悦

mjの
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
場
〈
日
に
つ
い
て
の
ゐ
適
川
寸
ノ
ベ

き
も
の
で
、
次
に
掲
げ
る
場
合
等
を
い
う
も
の
で
あ
る

T
1

へ
可
／
J

，Ld

r

、
ヂ

－
医
叔
日
を
受
け
な
い
印
体
が
、
実
質
的
に
郊
の
事
務
・
事
来
を
め
J

甘
え
は
代
行
－
J
る
ぬ
九
「
に
、
そ
の
事

務
・
事
業
の
月
に
供
す
る
止
め

泊
、
注
物
又
は
作
物
を
健
戸
同
き
止
る
と
き

（
イ
）
祁
に
寄
附

γ
る
建
物
え
は
作
物
を
築
造
又
は
設
置
す
る
小
人
口
阜
、
土
出
、
建
物
又
は
作
物
や
匂
ー
用
さ
庁
一
る
に
き
n

（
士
ト
仁
字
詰
た
契
約
、
事
業
委
d
山
花
約
与
に
民
一
心
必
安
へ
は
刊
以
山
氏
句
で
、
土
地
、
建
物
、

れ
物
又
は
船
駐
を
伎
川
さ
せ
る

か

とf

l取人法》l自2 （：ぉ；日ii[2υ12.日、



h'2財産のH的外岡町乙和台ii拐1・c I ・) 

（
工
）
主
こ
し
て
殺
一
以
、
」
十
一
将
、

人
院
忠
之
及
ペ
ゾ

AipAぷ
恒
川
施
設
に
収
存
保
設
さ
れ
亡
い
司
令
牛
い
の
引
い
伎
に
仕
子
ノ
る
た
め
、
低

川
聞
な
価
格
一
又
は
判
会
芝
、
九
凡
主
、
完
炉
等
、
F
T
一
時
肝
心
さ
せ
る
は
的
ご
庁
品
川
、
学
校
、
病
院
及
び
社
会
福
祉
施
設
の

使
用
さ
せ
る

Z
1

（
オ
～
伐
械
な
価
拭
川
C
A
F
I沼
欽
判
本
等
J

い
と
販
売
す
る
た
め
、

口
成
政
土
川
綴
を
設
置
さ
F

よ
る
川
約
で
ヘ
ム
用
げ
d

へ
は
公
共
川
地
b
d
η

祁
を
使
用
さ
ぜ
る
こ
合
き
U

「
カ
）
災
当
ヲ
て
の
伯
彩
色
↓
ぃ
tb
の
発
牛
に
よ
り
お
急
M
施
設
と
し
と

l
地
又
は
す
一
物
を
臨
時
的
に
句
用
さ
せ
る
と
一
ざ
ι

7ェ

迭
は
一
公
有
別
政
州
内
川
い
の
条
例
及
び
規
引
の
M
V
行
に
つ
い
こ
」
一
wmね
一
九
年
何
円

日
一
九
川
町
営
一
発
第
一
四
九
号
）

人
工
る
F

主
主
都
心
場
合
、
施
行
通
人
法
－
丈
咋
（
U

※
～
が
公
表
さ
れ
て
い
会
こ
と
か
ら
、

れ
を
併
せ
読
め
ば

1
読
谷
口
勺
の
ほ
か

7

つ
あ
る
〉
認
め
ら
れ
る
と
き
L

い
組
ム
円
心
持
川
市
川
の
仇
什
ー
が
ん
ユ
士
れ
な
い
こ
と
は
、

一
口
上
野
械
、
と
な
る
v

げ
か
し
、
一
一
の
よ
つ
な
解
説
が

な
く
C
も、

t

川
越
九
円
い
之
校
引
の
円
い
1
7は
、
仙
の
各
号
に
｛
一
し
め
る
事
刀
に
比
べ
、
こ
れ
と
同
等
土
z人

は、
L

れ
に
泣
殺
し
ん
＼
事
山
一
こ
は
い
い
w泣
い
か
ら
で
あ
る
。

知
事
が
「
特
に
必
要
が
あ
る
こ
訟
の

、
れ
に
も
と
き
ア
旬
、
そ
の
す
フ
な
身
勝
手
］
と
ー
も
い
え
る
規
則
・
条
例
の
済
釈
は
、
一
町
詑

包
摂
り
ノ
、
こ
れ

Jr1
げ
な
J

勺
れ
工
示
日
ら
な
日
。

；

！

；

j

l

i

l

：
l

i

j

i
－
－
 

は
お
、
規
則
川
ψ

条
例
の
は
か
に
は
、
新
ム
円
事
務
一
昨
の
供
与
が
波
別
許
可
等
の
対
象
ζ

ぼ
ら
な
い
ヤ
｝
ど
で
規
定
i
も
川
確
な
も
の
も

み
ら
れ
る
し
た
と
え
ば
、
以
下

ιふ
る
大
阪
市
川
の
例
が
勾
〉
れ
で
↓
ぬ
る
c

必
山
宮
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r日J、
円問

大
阪
府
公
有
財
産
規
則
f

昭
和
問
三
年
四
月
一
日
規
則
第
三

O
号）

使
用
許
可
の
範
囲

第
二
十
二
条

行
政
財
陪
は
、
次

η
九
勺
心
、

に
該
当
す
る
場
行
は
、
法
第
百
一
八
条
心
同
第
じ
z
口市
υ出
定
I
九

点

h
、

そ
の
使
用
Jvr

前
町
rJ
司
令
こ
こ
が
で
き
る
。

前
川
（

γ以
ハ
畏

ゴノ

の
他
心
総
設
や
）
利
用
す
る
者
生
寸
心
斜
利
3
止
の
た
め
の
件
施
設
の
用
に
洪
FJ
る
と
一
ざ
ι

同
正
は
也
の
地
方
公
共
団
体
が
行
、
つ
調
査
研
光
、
八
ム
の
い
花
栄
の
昔
足
。
［
い
い
い
z
一
の
低
公
文
心
判
的
の
た
め
に
行
わ
れ
J
G
J
司
法

会
、
が
究
会
等
の
吊
に
～
伏
期
間
引
す
る
Y

よ
さ
ハ

木
造
下
菜
、
議
」
気
主
主
、
ザ
ス
事
業
1
L
C
他
知
事
が
指
定
す
る
事
業
む
沼
に
吐
い
す
る
と
き
v

↓llj 

一
の
他
緊
急
事
態
心
経
牛
に
よ
り
、
応

2
施
設
の
別
に
ム
訪
問
問
枇
い
す
る
と
き
f

11 

同
え
は
他
心
地
方
公
共
凶
一
一
ふ
の
怖
の
公
共
同
体
に
お
い
て
公
田
川
J
合
同
公
共
川
市
山
位

hrる
2
さ

ム
ノ、

行
政
財
悼
の
効
点
的
利
川
町
ド
ム
民
ず
る
ζ

認
め
ら
れ
る
と
き
じ

、
店
名
目
守
山
拘
げ
る
も
の
の
ほ
か

府
の
司
ι
務
君
、
J
P

く
、
は
門
下
誌
の
巡
行
1
又
は
公
訴
卜
や
む
を
刊
な
い

t
認
め
ら
れ
る
こ
き
、

七
（
減
免
の
基
準
）

世
帯
二
十
九
条

使
用
料
条
例
第
六
年
、
幻
却
む
に
も
仏
り
、
使
い
同
一
判
を
減
机
が
し
、
づ
入
は
免
除
す
る
場
ιけ
の
基
刊
し
は
、
次
に
お
げ
る
こ
守
」

円

h
J
I九

rl爪
dγ
匂
U

使
用
料
条
例
第
六
条
第
一
ワ
、
第
一
社
又
は
第
月
号
に
メ
ハ
心
一
L
q
J

る
場
れ
の
う
ち
、
以
拾
を
は
門
的
乙
し
な
い
伎
川
市
に
つ
い
て

は
、
使
用
料
デ
↓
免
除
さ
G
こ
J
が
で
き
る
一

l取人法》l自2('. 1'1 ('8 [2υ12.日、



傾
向
ω
料
条
例
川
崎
z
ハ
条
治

ν
J
r
f
d
ω
J
F
る
場
九
円
心
使
い
川
！
に
つ
い
て
は
、
他
用
料
な
免
除
す
る
こ
と
が
で
き
る
ι

使
阿
川
料
条
例
第
九
条
第
一
日
。
、
お
一
号
及
び
常
一
判
号
に
故
山
」
う
る
場
行
の
？
っ
、
第
け
す
に
規
定
す
る
使
用
以
外
の
使
市

に
つ
い
て
は
、
使
用
利
合
一
分
の

4
U内
に
お
い
て
減
街
」
7
る
こ
こ
が
で
き
る
J

た
だ
し
、
党
品
川
の
料
金
、
版
出
制
点
υι
五寸人
MYP

－

川周制
7
L

て
法
用
さ
イ
る
場
合
は
、
二
一
分
の
二
以
刈
に
お
い
ど
減
級
す
る
こ
と
が
で
き
る
n

大
阪
府
行
政
財
産
使
用
料
条
例
へ
昭
和
三
九
年
一
一
月
二
五
日
条
例
第
六
号
）

減
免

苦
闘
ム
ハ
乱
宋

使
用
山
丸
山
川
、
次
の
各
号
mv
い
ず
れ
か
に
該
ー
す
る
と
な
は
、
こ
わ
し
ι
三
政
相
し
、
又
は
免
除
す
る
f
と
が
で
き
る
J

制
止
は
他
心
地
方
公
共
凶
作
そ
の
紘
心
人
ム
i
ハ
的
凶
私
に
公
市
、

公
十
八
用
そ
の
犯
の
一
色
杭
〕
の
は
わJ
む
た
め
に
淀
川
さ
せ
る

h'2財産のH的外岡町乙和台ii拐1・c I ・) 

－
／
九
ヲ
コ

川
に
ど
［
互
の
他
の
緊
急
事
日
げ
の
な
持
J
N

よ
り
、
応
急
治
設
1

／
し
て
短
期
間
使
用
さ
壮
る
T

／～き。

前
川
の
戦
ハ
問
、

μ什
1
V

、
h
J一
の
巧
院
与
の
他
の
施
設
に
人
院
し
、

f
人
は
入
所
し
て
い
る
プ
Z
Jの
悩
利

日
ゆ
』
の
た
め
の
施
設
と
L
C内
用
さ
古
る
と
き
戸

、
川
一
サ
に
川
作
一
け
る
な
一
の
の
ほ
か
、

の
ur南
久
に
女
い
つ
き
使
用
さ
せ
る
三
き
」

i''i 
本
来
、
行
政
駅
停
の
ヨ
的
外
使
用
に
つ
い
て
は
、
伐
用
計
一
司
に
M

一
よ
、
淀
川
市
制
引
の
減
免
に
せ
よ
、
そ
れ
が
一
公
リ
ケ
ト
や
む
を
【
侍
ぽ

ど
ま
た
は
一
公
必
ー
の
必
安
二
長
ゴ
ー
く
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
初
め
て
一
円
詑
に
な
Y
G
。
大
阪
府
の
規
則
e

条
例
ば
、
こ
の
勺
伐
の

（。で

苧
涯
を
｛
心
め
た
に
L
9
ぎ
な
L
と
J
沿
い
え
る
〈

1！メ人民半、 G211 381 '.19 (2C'.2. S] 



r日

た
だ
、
こ
の
、
言
ノ
な
公
訴
し
し
の
’
M
』
か
っ
、
温
ん
は
宅
前
市
町
の
供
与
J

ゃ
ん
代
償
使
用
事
一
説
明
す
る
一
℃
」
に
は
お
t

立
一
気
坦
が
あ
る
J

7

した

が
〉
亡
、

右
の
規
則
‘
条
例
を
点
能

rγ
る
限
り
、

行
政
川
町
可
の
使
尽
叶
町
や
使
用
料
の
成
免
を
認
め
る

住
人
門
事
務
所
に
コ
い
て
は
、

J、
円問

余
地
は
そ
も
そ
も
な
い
っ
ご
う
も
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
コ

3 

慣
例
塵
慣
行
に
根
拠
を
与
え
た
昭
和
三
八
年
p

ニ九
h

ヰ
の
改
正
附
則

以
】

ι
み
た
よ
h

つ
に
、
現
有
羽
音
で
あ
る
と
公
判
対
応
で
あ
る
と
を
明
わ
ず
、
行
h
J
封
切
片
を
組
介
事
務
2

止
へ
と
し
て
使
川
刷
、
芦
号
、
そ
の

子
～
川
肘
科
を
減
免
寸
る
ご
と
U
、
現
行
江

（
条
例
・
附
祝
日
を
九
円
む
J

さ
わ
ur
ノ
と
味
し
い
乙

L
I勺
h
M
V

わ
ら
ず
、

出
に
お
w

て
も
、

公
共
団
わ
い
に
お
い
亡
も
、
庁
舎
の
一
部
が
広
〈
組
九
事
務
向
と
し
て
伎
川
手
紅
、
大
ー
の
と
こ
ろ
で
そ
心
住
用
弘
ま
で
が
免
除
弐
れ
て

い
λゃ
L
」い

子P
" ;;: 
七、

思
つ
に
、
そ
の

一
め
に
は
、
行
政
財
単
心
向
的
外
使
別
が
バ
可
に
よ
る
二
と
な
法
作
i
明
停
に
し
七
回
利
一
八
年
お
よ
び

)L 
4二

月
的
判
使
用
心
グ
ベ
叫
に
コ
い
て
、
そ
の
が
過
比
山
内
中
」
認
め
た
下
一
一
時
U

改
ド

九寸
J

で
拠
る
必
安
い
叫
ん
あ
る
勺

？？戸、、沿

4
7
7
シ

附
則
が
副
JE前
町
く
川
町
店
と
な
る

地
方
自
治
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
穏
和
一
一
八
年
六
月
八
日
法
律
第
九
九
号
）

附

HI] 

財
産
に
関
す
る
経
過
措
置

第
十
条

、
」
の
法
律
の
施
行
の
際
問
川

Jr使
用
主
ぜ
て
い
る
新
法
治
二
叫
二
八
え
れ
第
＝
引
に
規
定
ず
る
行
政
財
庁
に
つ
J

ど
は
、

新

法

第

口

九

条

U
U
M杭
ム
一
項
の
規
υん
に
よ
る
前
川
J

に
よ
わ
使
用
さ
止
て
い
る
も
の
と
み
な
す
c

主u,
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毘
ム
句
財
産
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
、
昭
和
一
一
九
年
古
河
一
日
法
律
第
一
一
一

O
号」

附

HI] 

こ
の
法
律
の
施
行
の
際
羽
に
改
H
V川
の
出
荷
肘
－
ぱ
法
治
十
八
条
の
規

い
て
さ
れ
て
い
る
行
政
肘
咲
の
使
川
又
は
収

つ,, 

，、ι川」
ペ
ノ
パ
ヂ
」

b
l
品、

、
4
4
1
1
i
μ

、v
f
v

な
お
ハ
k
r別
け
例
ピ
よ
る
n

地
方
自
治
立
と
恒
一
右
材
点
法
と
で
は
、

、
一
む
よ
う
に
改
正
九
九
州
引
の
有
九
九
一
い
に
微
妙
な
泣
い
は
為
る
も
の
の
、
ど
の
狙
い
は
す
で
に
慣
例

と
し
て
で
右
し
て
い
た
組
／
行
事
務
所
わ
川
J

倫
代
宇
一
叱
内
存
と
す
る
官
公
庁
心
労
慢
慣
行
に
つ
い
司
て
、
与
、
れ
ん
と
現
状
総
持
の
方
町
で
白
町
一
訟

し
、
伝
的
机
州
問
h
b
z
h
J
え
る
こ
と
に
あ
っ
た
と
い
J

し、

本
来
で
山
の
れ
ば
ム
エ
ド
可
の
対
象
と
は
仁
川
州
い
組
ム
川
半
務
副
と
L
C
心
行
政
財
詮
む
佐
川
に
つ
い
て
、
耐
川
一
条
咋
に
こ
れ
吉
氏
ド
法
（
新

h'2財産のH的外岡町乙和台ii拐1・c I ・) 

法
）
に
新
介
九
項
山
手
｛
三
」

あ
り
に
よ
り
使
用
主
せ
℃
い
る
も
の
T

／
一
み
な

し
、
あ
る
い
は
「
ハ
叫
U
1
の
例
に
よ
る
」
こ
と
を
ス
ト
v
l

ト
に
訟
め
る
U

L

T

九
い
か
に
、

改
一
い
附
則
ふ
れ
け
体
は
、
4
引
市
水
F

ピ
組
与
円
事
務
所
に
阪
ん
む
し
に
も
り
て
は
た
か
っ
た
2
は
い
え
、

z
h
J

ツ
bvI

ノ
じ
、

事
者
で
あ
る
公
務
員
労
組
に
と
っ
て
は
、
子
れ
じ
l
に
た
い
附
則
で
あ
っ
z人
ζ

ち
い
え
よ
う
f

入、ー～一一、

円

J
J

zlk乃〆夜、

ー

；

i

日
的
外
使
じ
ー
の
ー
川
吋
い
つ
い
て
、

正
出
品
の
由
へ
新
子
続
き
い
巾
’
と
ら
れ
た
し
md
ど
う
か
は
判
然
と
〆
な
い
c

凹
p

釘
貯
金
で

あ
る
仁
政
院
長
の
他
用
（
組
合
事
務
所
、
こ
し
て
の
ド
一
般
使
瓜
一

に
つ
い
て
は
、
え
山
十
ソ
お
り
「
従
、
川
川
J

併
に
も
仏
る
」
こ
こ
が
、
慣
ノ
「
〉
一

ー
〕
て
そ
の
主
主
継
続
L
と
川
設
刊
も
為
る
。
正
規
の
手
続
々
じ
を
跨
め
以
、

位
向
ハ
一
許
可
が
待
つ
れ
る
か
ど
う
か
も
尖
貯
に
は
怪
L
い
か
ら

円、4め
ザ
ム
V
O

吉
川
出
り
で
ご
人
沼
会
審
議
に
お
U

J

I

＼
大
立
の
が
へ
υ止
f
j
h
u
、

一
お
が
法
人
ρ
の
付
存
に
で
き
る
だ
け
触
れ
よ
う
と
一
円
一
「
、
他
ド
々
が
古
不
十
字
、

法
令
の
川
内

dzi一以町
ι終
位
す
る
も
の
で
あ
っ
と

hγr

、
一
と
組
J
J
宅
務
所
の
’
止
ハ
ザ
に
均
し
C
は
、
法
ム
J
r
L
北
川
づ
く
疋
河
】

を
紛
れ

t
、
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r日

の

7
品
川
予
が
い
仇
ろ
に
さ
れ
た
ま
ま
、
点
在
に
パ
っ
て
い
る
こ
と
主
推
測

3
せ
る
r

L

ヨ
ペ
て
は
薮
幻
打
。
現
状
は
、

こ
の
よ
う
に
表
現
す
J
Q
の
が
、
む
ー
ノ
久
F
M
m
I
叫
し
い
む
か
も
1

／
れ
な
い
ο

J、
円問

以
、
引
用
は
、
第
七
回
ヨ
凶
会
会
一
誌
目
下
主
安
員
会
誌
誠
第
一
一
す
に
よ
令
「

μム
リ
山
心
の
止
式
名
刺
ば
、
ん
百
ド
山
rp
向
性
ρ尚
羽
合
て
主

J
Jし、ノム

U
本
山
ム
ι作
リ
バ
倒
者
叫
ん
ー
で
は
日
い

5
F
J
F出
成
介
補
改
一
ぺ
た
肌
国
十
j

川
産
沃
消
刷
所
』
｛
財
［
パ
寸
法
人
！
十
ヘ
前
財
務
協
人
山
、
間
約
ハ

rw一
二
七
豆
、
存
出
f

三
F

刊
同
幹
人
制

「
刻
版
？
凶

f
山内
4
↓
法
的
M
u
一
日
間
法
人
ー
…
断
μ
即
日
務
協
会
、
凶
和
平
年

ckfhο
一
一
芭
け
い
す
れ
も
、
児
一
三
に
蔵
省
刊
貯
対
同
E

M
し
汁
抗
日
市
対
一
長
〔
川
川
、
ヘ
v

心
ー
し
そ
れ
を
初
日
日
ρ

ハ
ニ
斗
江
川
、
活
花
T

I

A

リ
張
レ
う

一4
v

校
本
志
昭
一
小
」
三
一
い
古
学
務
次
R
二
有
利
版
逐
来
泊
五
l
治
法
「
前
六
次
改
訂
版
学
院
辛
川
店
、
M
l
h

以
ニ
ト
L
ア
ん
ハ
｛
円
、
ー

l
i
z
1
4
L
Z一
一
－
！
：
了
、
子
イ

一
に
こ
お
い

T
－出竹が」
F
F
れ

カ

↓

J
L
f

己主－
h

（G
｝
な
お
、
此
川
地
借
家
弘
一
八
奈
は
、
札
柁
建
物
の
店
内
只
人
に
、
る
叫
が
十
六
条
第
一
項
心
高
一
辺
J
d
へ
は
建
物
の
賃
貸
借
む
所
約
心
川
人
れ
は
、

迅
何
々
の
笹
川
口
人
並
び
刊
〔
借
人
（
肘
此
何
人

hrIむ
い
以
こ
の
条
に
む
い
て
同
〕
二
ペ
J
U初
心
便
店
主

ι更
と
す
る
事
仙
の
ほ
か
、
評
均
の
賃

貸
借
に
同
「
る
年
一
t

川
口
性
遇
、
建
物
心
列
店
状
「
川
及
川
U

注
物
心
町
一
山
吉
い
に
日
仰
の
賃
貸
人
叫
氾
物
心
山
引
い
拡
に
の
条
件

L
C
立
は
日
物
の
明

注
し
ど
什
問
、
え
に
建
物
｛
り
賃
借
人
に
付
手
、
財
産
の
約
七
ι
）

J
J
J
5
0
申
出
を
～
～
場
人
口
阿
川
、
引
け
る
y
f
q
山
町
出
巳
乞
考
志
v
ン

J
L
、
に
い
r
t

心
事
市
川

が
あ
る
乙
ぷ
け
の
つ
れ
ゐ
場
内
で
f

よけ
h
ば
、
す
る
に
乙
か
て
き
な
い
L

、
／
説
討
し
ミ
い
匂
ュ

ヘ7
一
一
目
付
制
斥
一
夜
結
解
一
括
一
利
六
一
年
以
二
川
↓
古
白
川

（J
A
一
一
言
問
声
一
ハ
八
豆
、
」

一B
P

前
掲

2
一
一
九

R
J

ぺ
刊
日
一
た
f

L

I

、
木
広
川
哨
I

ん
配
当
『
リ
不
労
働
組
合
選
批
史
決
定
版
～
巾
i

一
公
訴
辻
、
む
臼
九
人
Lで
二

μ

員
J

は
次
の
R

で
つ
に
い
う

ー
が
↑
八
役
口
円
J

J

L

組
ム
事
務
に
専
F
K
ず
る
も
の
け
が
ん
吋
社
hv

つ一安’半、一ゲ一段、
7
F
L
L〆
、
事
務
所
、
電
話
、
出
芝
川
等
を
笹
山
判
一
む
仙
り
令
こ
と
れ
J

、

市
山
用
者
か
ら
け
ザ
現
む
援
訟
や
一
－
ザ
匂
何
は
、
ゃ
い
古
川
田
一
一
の
組
ふ
い
に
は
般
崎
に
一
己
吟
ら
れ
ι
一へ

一
斗
ィ
労
働
省
労
働
6
1
F
調
査
凶
勺
間
組
合
部
告
知
書
一
昭
和
二
一
位
六
日
卜
土
ず
か
不
調
A
j

「
川
字
国
公
凶
青
節
以
代
7
ジ
ケ
ル
ラ
ぷ
プ
ラ

リ
山
崎
一
帯
二
衣
に
1
0

る
J

ο

q

、
そ
ん
り
唱
九
長
に
1
0

れ
ば
、
叫
ん
己
卑
従
役
y
れ
の
給
ド
ワ
れ
が
に
つ
い

1
4
、
同
桜
川
町
枯
れ
内
が
み
つ
れ
ず
）

ノ
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ニ
与
党
役
三
の
八
会
対
～
～
J
持
丸
打
出
’
t
t
J
h
八
に
対
｝
に
円
ト
亡
、
法
M
川
れ
が
P

て
の
給
円
J
h
f
R
叫宇ぃ

一一γ」
J

た
と
え
ば
、
附
利
一
人
斗
心
地
方
一
以
前
北
改
に
に
際
v
v

て
、
篠
田
弘
刊
以
ム
い
ト
人
E

は、
ω

てJ
隠
安
川
也
市
川
ど
説
明
ナ
ム
2
Tか
で
一
庁
、
刀
で
ー
に

述
ヘ
て
v

る
「
ぬ
刀
円
治
法
は
、
科
刊
（
二
刊
に
削

h
d
れ
、
の
ん
は
ぺ
し
は
し
は
玖
止
タ
礼
て
い
る
の
で
丸
山
h
ま
r
が、

h
］
方
財
務
制
度

に
関
j
令
土
木
規
定
は
、
府
県
割
、

iu問
、
町
村
制
w「
同
れ
も
正
を
皆
殺
ー
と
お
り
ま
す
の
で
、
へ

H
れ
一
見
～
仲
間
に
同
一
レ
、
改
菩
げ
し
墜
す
る
い
円

が
少
ふ
と
な
い
の
で
あ
り
ま
ず
L

刀
山
引
は
、
沼
問
』
同
会
提
J

謀
院
地
ソ
行
政
去
民
会
1
淀
川
第
七
ー
ケ
に
よ
る
h

汁
h

件
訴
院
地
十
ハ
一
「
行
政

E
R

ヘ
品
一
誌
録
誌
へ
り
も
日

uu

一九
J

V

九
一
」
日
～
め
、
訓
J

刀Y
I
d

－
J

1

目
に
問
？
）
7

に
は
、
第
一
明
む
一
へ
v
f
一
じ
り
拐
r
疋
に
は
y
p

巾川

γ
、も

E
P併
号
も
付
い
て
い
な
い
の
に
刻
？
一
て
、
第
六
平

の
規
定
ド
は
7γ
一
の
双
t
n
h
J

付
く
と
川
、
っ
、
け
叶
μ
山
常
一
〕
し
て
は
珍
1
い
抗
象
が
生
じ
る
こ

ι
～
υ
っ
ア
ロ
な
お
、
法
入
に
ゐ
る

p
rし
ゃ
反
応
小
R
J
n
w

沿
仲
？
に
つ
い
こ
l

、
は
、
ど
り
一
五
働
法
1

r

一
心
山
辺
ヘ
｝
取
t

十
よ
何
？
｝
六
ヘ
／
一
話
一
り
へ
訂
以
二
二
刊
T
司
リ
）
】
九
円
以
ト
乞
品
世
間
－

一
三
二
日
目
J

町
は
、
注
フ
一
と
同
一
段
、
諮
問
一
凶
同
会
事
一
課
ほ
お
方
久
政
去
口
公
主
投
市
一
ー
じ
f

山
上
び
月
来
誌
院
地
方
イ
勺
政
士
、
口
会
（
担
保
市
二
！
っ
勺

に
よ
る
な
品
、
み
れ
と
礼
の
を
い
ハ
A

三
円
昭
和
一
八
年
立
月
仁

H
山
よ
り
三

H
戸
、
開
催
さ
孔
？

（ru
｝
以
上
、
引
用
は
、
信
叫
司
d
i

－－
〈
μ
山
丘
一
附
沼
地
方
行
政
－
ER円
台
告
訴
訟
民
一
八
せ
一
日
寸
和
ヘ
ケ
ヤ
l
h

月
一
ハ
日

W
）
に
一
仇
る

一M
C
V
5日
は
、
前
山

h
U問
、
口
ポ
Y
A
一
院
へ
岐
fAAyμ
会
一
核
保
持
早
川
口
一
ー
で
よ

η
日
参
議
問
ぃ
ヘ
蔵
委
員
宍
或
鉱
第
ヘ
ノ
一
べ
守
－
い
ず
れ

L
陥
♂
叩
一
九
年

一
月
三

H
開
法
、
説
明
言
は
偽
記
郊
一
、
帯
l

桜
邦
口
心
川
l
よ
成
政
務
次
官
）
に
よ
る

二い
L
J

以
上
、
什
用
目
、
常
山
川
「
司
議
会
中
古
川
、
江
ト
八
誠
一
在
日
会
一
説
、
川
第
一
五
＃
J

（
附
川
二
九
と
問
戸
4

二

H
a

潤
催
）
に
よ
心

一
日
目
、
以
一
一

e
u店
は
、
市
内
ハ
戸
回
二
参
議
院
レ
八
時
奇
円
、
会
議
結
第
一
一
川
J
J

寸
－
川
町
利
二
九
作
十

μ
月
1
4
開
催
）
に
】
d

る
υ

ぺ
日
一
一
山
F

臼
川
南
町
清
解
』
一
同
和
五
年
一
明
、
一
八
県
小
事
明
。
そ
し
れ
は
、
議
4

上
の
一
川
ー
叶
一
訂
以
÷
ド
刊
を
口
一
山
一

ζ
～
に
す
ぎ
な
～
こ
は

い
と
、

k

心
」
一
7
1
0
一
佐
川
、
一
一
わ
る
E
、
忠
則

rJ1
・
叫
に
件
許
ロ
の
山
係
ペ
J

よ
り
明
却
に
な
る
｝
い
う
利

f
は
ら
r
Q
C

一mr
J
P

な
ぺ
十
心

j

一
で
、
十
「
同
誌
〈
心
決
定
が
次
む
ぞ
「
三
店
べ

v
る
こ
y
」
之
J

三
戸
弘
一
本
内
月
九
九
の
皆
川
担
桂
判
た
る
い
一
仙
ワ
ヘ
J
M
、
山
花
手
力

に
川
刈
ミ
匂

7
件
の
何
市
許
凶
を
取
出
可
ー
し
さ
は
、
庁
入
よ
い
｛
口
一
一
店
開
係
は
こ
れ
に
よ
っ
し
読
了
、
一
、
白
川
人
が
行
刊
惟
に
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